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施設概要　◦所在地／都城市吉之元町5262番地25 ◦交通／鹿児島空港、JR鹿児島中央駅から無料
送迎有り（要予約） ◦類型　住宅型有料老人ホーム（在宅サービス利用可） ◦敷地面積／ 3305.78
㎡ ◦延床面積／ 3026.28㎡ ◦構造／鉄筋コンクリート造４階建 ◦居室数／ 92室（定員92名） ◦
今回募集数／ 30室 ◦居室面積／ 18㎡ ◦居住の権利形態／建物賃貸方式 ◦利用料の支払い方
法／月払い方式 ◦入居金・月額利用料／入居一時金無し・月額41,900円～ 74,800円（家賃6,900
円、食費27,000円、管理費8,000円～ 40,900円）＋医療費＋（生活用品、理美容代、オムツ代）
※介護保険を利用の場合は別途自己負担が必要となります。（参考）要介護1 ／ 16,580円～要介
護5 ／ 35,830円 ◦入居の条件／ 65歳以上、要介護１以上の方 ◦職員体制／生活相談員、介護
職員、看護職員、栄養士 ◦事業主体・運営／株式会社アイケア　※表示は2013年12月26日現在

アイケア
フォートヒルズ霧島☎

霧島のリゾートを満喫
利用しやすい価格も魅力

桜島・高千穂峰を見渡せる絶景の中で
素敵な老後をお過ごしになりませんか？

充実した設備
をリ－ズナブ

ルな価格で提
供

医療・介護の
スペシャリス

トが勤務

雄大な自然の
中でゆったり

と快適に生活

協力病院との
連携でいざと

いう時も安心

かゆいところ
に手の届く温

かい介護

高千穂牧場から見えるフォートヒルズ霧島

広告

サ－ビスセンタ－ エレベ－タホ－ル 居室 食堂

併設：エリシオン霧島通所介護事業所・エリシオン霧島訪問介護事業所

上記明細は 1 か月分の部屋代・食事代・電気代を
全て含みます。

● 介護保険をご利用の場合は、１割を自己負担
していただきます。

●生活用品、医療品、理美容代、オムツ代など
※家具・ベッドのレンタルもあります。

K i r i s h i m a  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s ,  J a p a n

広報きりしま
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ひ
な
た
君
に
は
一
刻
も
早
い
心
臓
移
植
が
必
要
で
す

あ
な
た
の
愛
で

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

商
店
街
か
ら
ま
ち
を
元
気
に

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

商
店
街
活
性
化
へ
の
挑
戦



▪新年のごあいさつ

に
は
霧
島
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
時
期
の
10

月
31
日
か
ら
11
月
15
日
の
間
に
は
国
民
文
化
祭
が
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
も
少
年
少
女
合
唱
の
祭
典
や
ダ

ン
ス
の
祭
典
、
神
楽
フ
ェ
ス
タ
な
ど
７
つ
の
正
式
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
８
年
は
明
治
維
新
か
ら

１
５
０
年
目
を
迎
え
、
県
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
２
０
年
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
年
の
秋
、
鹿
児
島
県
で
は
２
巡
目
と
な
る
国
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
女

会
を
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
各
種
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
大お

お

隅す
み

国の
く
に

建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、

１
月
か
ら
の
連
続
講
演
会
に
始
ま
り
、
５
月
に
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
８
月
に
は
市
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
隼

人
舞
の
共
演
、
９
月
か
ら
黎
明
館
と
の
合
同
企
画
展
な
ど

多
く
の
方
々
に
観
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
旧

大
隅
国
を
構
成
す
る
11
市
町
の
協
力
を
得
て
郷
土
芸
能
の

祭
典
や
史
跡
め
ぐ
り
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
４
月
に
市
立
国
分
中
央
高
校
の
ス

子
サ
ッ
カ
ー
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
４
つ
の
競
技
が
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
霧
島
市
は
重
要
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
目
白
押
し
で
、
霧
島
市
政
の
正
念
場
で
す
。

将
来
を
見
通
し
、
鳥
の
目
線
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
市

政
と
、
虫
の
目
線
で
の
き
め
細
や
か
な
市
政
を
推
進
し
、

日
本
一
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、
誰
も
が
「
こ

の
ま
ち
に
住
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
市
民
生
活
の
実
現
に
向

け
、
市
民
力
を
集
結
し
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ポ
ー
ツ
健
康
科
と
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
が
３
学
年
そ
ろ
う

完
成
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
中
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
２
年
の
前
田
千
島
選
手
が
ド
イ
ツ
カ
デ
国
際
柔
道
大

会
優
勝
、
世
界
カ
デ
選
手
権
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
に
輝
く

な
ど
、
多
く
の
競
技
種
目
・
学
科
で
生
徒
た
ち
が
活
躍

し
、
大
き
な
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
の
国
民
文
化
祭
や
２
０
２

０
年
の
鹿
児
島
国
体
を
見
据
え
た
施
策
や
各
種
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
教
育
分

野
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
っ
と
・
も
っ
と
元
気
！

霧
島
・
市
民
力
！

国
民
文
化
祭
や
鹿
児
島
国
体
を

見
据
え
た
教
育
の
推
進

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
に
対
し
ま
す
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
し
な
が
ら
、
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
の
教
育
改
革
は
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
施

行
を
は
じ
め
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
や
土
曜
授
業
の

実
施
な
ど
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
い
じ
め
問
題
対

策
支
援
室
」
の
設
置
や
中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
「
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
実
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
高
い
志
を
持
っ
て
変
化
の
激
し
い
社

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
本
市
は
、
大お

お

隅す
み

国の
く
に

建
国
１
３
０
０
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
多
く
の
記

念
事
業
を
開
催
し
、
歴
史
に
学
び
、
未
来
を
創
造
す
る
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ふ
る
さ
と

の
節
目
の
年
に
３
期
目
の
霧
島
市
長
と
し
て
再
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
ま
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
３
月
16
日
は
、
霧
島
山
が
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
て
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
来
年
11
月
７
日

平成26年

霧島市長霧島市教育長

ひ　ふみ

国立公園『霧島』指定80周年
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溝
辺
町
の
陵
南
小
学
校
１
年
の

水つ

流る

添ぞ
え

日ひ
な
た向

君
（
６
）
は
、
小
学

校
入
学
後
の
心
電
図
検
査
で
異
常

が
見
つ
か
り
、
精
密
検
査
の
結

果
、
昨
年
９
月
、
約
50
万
人
に
１

人
の
頻
度
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ

る
「
拘
束
型
心
筋
症
」
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。

拘
束
型
心
筋
症
と
は
、
心
室
の

壁
が
固
く
な
り
、
十
分
に
膨
ら
む

こ
と
が
で
き
な
い
原
因
不
明
の
難

病
で
、
２
年
後
の
生
存
率
は
50
％

未
満
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

有
効
な
治
療
法
は
な
く
、
唯
一
の

救
命
手
段
は
心
臓
移
植
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
突
然
死
の
恐
れ
も
あ
る

た
め
一
刻
も
早
い
移
植
が
必
要
で

す
が
、
国
内
で
の
10
歳
未
満
の
臓

器
提
供
は
１
例
の
み
。
日
本
で
は

子
ど
も
の
ド
ナ
ー
は
ほ
と
ん
ど
見

つ
か
ら
な
い
た
め
、
国
内
移
植
の

見
通
し
が
立
た
ず
、
海
外
で
の
移

植
を
決
め
ま
し
た
。
10
月
に
陵
南

小
の
保
護
者
ら
で
設
立
さ
れ
た

「
つ
る
ぞ
え
ひ
な
た
君
を
救
う
会
」

で
は
、
手
術
費
、
渡
航
費
な
ど
１

億
４
５
０
０
万
円
を
目
標
に
募
金

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

愛
が
つ
な
ぐ
命

霧
島
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
役
を

担
う
“
お
じ
ゃ
ん
せ
霧
島
大
使
”

の
横
綱
白
鵬
関
が
11
月
27
日
、
霧

島
市
を
訪
問
し
た
際
、
日
向
君
の

母
・
二ふ

三み

代よ

さ
ん（
42
）に「
愛
」

と
書
か
れ
た
直
筆
の
書
を
贈
り
ま

し
た
。
白
鵬
関
は
「
皆
さ
ん
の
愛

に
支
え
ら
れ
、
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
私
の
ブ
ロ
グ
で
も
呼
び
か

け
た
い
」
と
協
力
を
約
束
。
二
三

応
援
に
訪
れ
ま
し
た
。

救
う
会
共
同
代
表
の
一
人
、
上か

み

須す

田だ

千
恵
さ
ん
（
34
）
は
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
生
む
力
に
驚

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
一
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
こ
と
が
、
多
く
の
人
々
の
善

意
で
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
現
実

は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、“
日

向
君
を
救
い
た
い
”
そ
の
一
心
で

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
力

を
込
め
る
一
方
、
現
在
の
日
本
の

医
療
体
制
に
つ
い
て
危
機
感
を
募

ら
せ
ま
す
。「
難
病
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
日
向
君
を
救
う
こ
と
は

私 たち霧島青年会議所は、20歳から40歳までの青
年が集まり、「人づくり・まちづくり」のために、

青少年育成や社会貢献活動などに取り組んでいます。
前野村理事長が「つるぞえひなた君を救う会」の役

員になられたこともあり、日向君のことを知った私た
ち。「地元に救いを求めている子どもがいるなら、自
分たちにできることをしなければ」と青年会議所とし
て全面的に協力することを決めました。ボランティア
活動や街頭募金活動の経験を生かし、活動場所の決定
や会場の交渉についてアドバイスするなど協力してき
ました。もちろん、私たちも募金活動に取り組み、県
内各地への協力依頼も呼び掛けています。

莫大な金額ですが、それで夢見る小さな子どもの
命を救えるなら、何としても救いたい。その一心です。
目標金額まではまだ遠いですが、一日でも早く達成し、
日向君が元気になることを願って、活動を続けていき
ます。

拘 束型心筋症の診断を受けたときは愕
がく

然
ぜん

としまし
た。４人兄弟の中でも一番元気だった日向。何

の前触れもなく、まさに青天のへきれきでした。医師
から生存率の低さ、心臓移植の必要性などの説明を受
け、途方に暮れましたが、何も知らない日向の無邪気
な笑顔を見て「この子を失いたくない」、ただそれだ
けを強く感じました。

元気そうに見えても日向の心臓は常に危険と隣り
合わせ。厳しい運動制限があるので、本人に理解させ
るためにも病気のことを話しました。日向は、布団の
中で「死んだらどうしよう。死んだらどうなるのかな
…」と言って泣いていました。私はただ「泣いてたら
病気に負けるよ。治ったらしたいことを考えよう」と
笑顔で励ますことしかできませんでした。３人の兄に
も打ち明け、初めはショックを受けていましたが、家
のことや日向の世話をしてくれるようになりました。

救う会の皆さんや募金に協力してくださる方、温
かいお手紙をくださる方、本当に多くの人々に支えら
れています。皆さんの支援に応えるためにも、必ず手
術を成功させて帰ってきたい。

今でも時々、泣きべそをかく日向ですが、普通の
人生を歩めるように、皆さんのご協力をお願いいたし
ます。

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
た
ち
に
日

本
の
医
療
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら

い
、
難
病
の
方
た
ち
が
最
善
の
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。

12
月
25
日
現
在
の
募
金
額
は
２

７
９
６
万
円
。
目
標
ま
で
は
ま
だ

遠
い
数
字
で
す
。
日
向
君
を
救
い

た
い
思
い
で
広
が
り
始
め
た
輪
。

さ
ら
に
大
き
く
広
げ
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
愛
が
必
要
で
す
。

日向君の母

水流添二
ふ

三
み

代
よ

さん（42）

公益社団法人
霧島青年会議所理事長

竹下圭一郎さん（34）

ひなた君を救う会
共同代表

上
かみ

須
す

田
だ

千恵さん（34）

白鵬関から直筆の書を受け取る
母・二三代さん

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
募
金
活
動
を
行
う
支
援
者

�問＝つるぞえひなた君を救う会事務局  ☎（58）2536   http://hinata-kun.net
募金活動に参加していただける方、募金箱を設置していただける店舗、団体は救う会事務局までご連絡ください。

金融機関名 口座記号番号 番号 口座名 振り込み手数料
ゆうちょ銀行 01700-0-126902 ツルゾエヒナタクンヲスクウカイ 有　料
あいら農業協同組合　溝辺支所 普通預金 0065275 ツルゾエヒナタクンヲスクウカイ 霧島市、姶良市、湧水町の支所のみ無料。

鹿児島銀行　加治木支店 普通預金 3023796 ツルゾエヒナタクンヲスクウカイ 県内の本店・支店窓口のみ無料。
ATMなどは有料。

鹿児島信用金庫　加治木支店 普通預金 7532604 ツルゾエヒナタクンヲスクウカイ 県内の本店・支店窓口のみ無料。
ATMなどは有料。

水つ

流る

添ぞ
え
日ひ
な
た向

君（
６
）

代
さ
ん
は
「
日
向
に
力
を
く
れ
る

言
葉
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

支
援
の
輪
は
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
県
内
の
高
校
の
生
徒
会

や
企
業
・
団
体
な
ど
が
募
金
箱
を

設
置
、
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
が
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
募
金

活
動
に
参
加
す
る
人
は
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
日
ご
と
に
増
え
、
新

聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
見
た
と
い
う
人
々

か
ら
、
激
励
の
手
紙
や
千
羽
鶴
も

届
き
ま
す
。
募
金
活
動
初
日
に
は
、

平
成
19
年
、
４
歳
の
と
き
に
日
向

君
と
同
じ
病
気
で
心
臓
移
植
を
し

た
鹿
児
島
市
の
岩
下
遥
香
さ
ん
も

皆さまのご協力をお願いします 募金箱は市内外の一部スーパー、コンビニなどにあります。下記金融機関から振り込みもできます
ので、詳しくは「つるぞえひなた君を救う会」ホームページをご覧いただくか、問い合わせください。

あなたの愛で

救える命があります
ひなた君には一刻も早い心臓移植が必要です

昨日まで元気だった自分の子どもの命が、
残りわずかと知ったらあなたはどうしますか。
命をつなぐために必要な金額は１億4,500万円。
そのために多くの人たちが動きだしました。
その輪は少しずつ広がっています。

（
つ
る
ぞ
え
ひ
な
た
君
を
救
う
会
提
供
）

事務局の活動状況と
現在の募金額は

こちらの
ホームページから
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春
の
訪
れ
を
告
げ
る
初
市
。
昔

は
さ
ま
ざ
ま
な
商
店
街
や
通
り
会

で
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
、
今
で
は
あ
ま
り
目
に
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
今

も
毎
年
開
催
し
て
い
る
団
体
が
あ

り
ま
す
。
国
分
の
旭
通
り
会
で
す
。

毎
年
２
月
に
旭
通
り
で
行
わ
れ

る
初
市
は
、
長
年
、
地
元
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

歴
史
は
明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
も
い
わ
れ
、
戦
後
一
時
途
絶

え
て
い
ま
し
た
が
、
復
活
し
、
現

在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

通
り
沿
い
に
並
ぶ
庭
木
、
盆
栽
、

梅
や
桜
な
ど
春
の
草
木
。
木
製
品

に
刃
物
、
陶
器
、
地
元
の
特
産
品
。

２
０
０
軒
近
い
飲
食
な
ど
の
露
店

も
所
狭
し
と
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い

に
、
訪
れ
た
多
く
の
人
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
一
見
、
活
気
あ
る
初

市
で
す
が
、
こ
こ
に
も
時
代
の
波

は
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

初
市
か
ら
商
店
街
活
性
化
へ

「
昔
の
旭
通
り
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
店
が
並
び
、
い
つ
も
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
市
の
日
は

人
で
あ
ふ
れ
、
今
の
よ
う
に
露
店

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
商

品
を
売
り
出
す
な
ど
し
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
で
は
通
り
の
店

舗
数
も
人
も
減
る
一
方
。
店
主
の

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
で
後
継
ぎ
も
い

な
い
状
況
で
す
。
初
市
は
も
ち
ろ

霧島
国分初

市
2月15日(土)、16日(日)

午前８時～午後５時

国分駅

山形屋

市役所

霧島警察署

タイヨー

国分小学校

国分中央高校

旭通り

商
店
街
か
ら

ま
ち
を
元
気
に

商
店
街
活
性
化
へ
の
挑
戦

60

472

471

※当日、旭通りは歩行者天国となり、車の進入はできません。

マックスバリュ

ん
、
通
り
会
の
存
続
に
つ
い
て
も

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
旭
通
り
会
会
長
の
小こ

妻づ
ま

幸こ
う

造ぞ
う

さ
ん
（
64
）
で
す
。

そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

小
妻
さ
ん
た
ち
は
動
き
だ
し
ま
し

た
。
昨
年
、
ほ
か
の
通
り
会
や
第

一
工
業
大
学
の
学
生
ら
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
、
霧
島
国
分
初
市
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

初
市
を
盛
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
な

い
か
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
会
長
を
務
め
る

石
野
浩
二
さ
ん
（
52
）
は
「
旭
通

り
会
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
の
通
り
会
な
ど
と
協
力
し
、

″
旭
通
り
の
初
市
”
か
ら″
霧
島
国

分
初
市
”
へ
。
そ
こ
に
若
者
の
力

が
加
わ
り
、
初
市
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
今
年
は
初
め
て
八
坂

通
り
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
。

ほ
か
の
通
り
の
店
舗
に
も
初
市
に

合
わ
せ
て
売
り
出
し
を
し
て
も
ら

う
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
初

市
に
来
た
方
が
、
売
り
出
し
を
し

て
い
る
店
舗
に
寄
る
こ
と
で
、
店

と
お
客
さ
ま
の
出
会
い
を
作
れ
た

ら
最
高
で
す
。
学
生
た
ち
に
は
毎

年
、
ゲ
ス
ト
で
沖
縄
の
伝
統
芸
能

エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
そ
れ
以
外
に

ブ
ー
ス
を
作
り
、
彼
ら
の
ア
ー
ト

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
初
市
が
盛

り
上
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学

生
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
学
び
の
場
に
な
れ
ば
」
と
目

を
輝
か
せ
ま
す
。

「
夢
は
県
外
か
ら
も
人
が
集
ま

る
県
内
一
の
初
市
に
す
る
こ
と
。

市
内
全
域
に
輪
を
広
げ
、
商
店
街

活
性
化
か
ら
、
ま
ち
の
元
気
に
つ

な
げ
た
い
」
と
声
を
そ
ろ
え
る
小

妻
さ
ん
と
石
野
さ
ん
。
旭
通
り
会

の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

今
年
の
初
市
は
２
月
15
日

（
土
）、
16
日（
日
）の
午
前
８
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
歴
史
と
思
い

の
こ
も
っ
た
霧
島
国
分
初
市
に
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
霧
島
国
分
初
市
実
行
員
会

事
務
局
☎（
73
）７
６
１
５

旭通り会会長の小妻さん（左）と国分初市実
行委員会会長の石野さん

第一工業大学沖縄県人会会長

和田佳
よ し

磨
ま

さん（22）
第一工業大学の沖縄県出身者らでつくる沖縄県人
会では、さまざまなイベントで沖縄の郷土芸能「エイ
サー」の披露をしています。旭通りの初市は大学１年
のときから毎年参加し、今年で４回目。多くの人が
訪れるイベントで、「元気をもらった」などの声をいた
だくこともあり、やりがいがあります。
初市に参加するようになって、国分の店を知るよう

になりました。地域の方との交流も深まり、いろん
な話を聞くこともできました。普通に大学に通ってい
るだけではできない貴重な体験と、人とのつながり
ができたことは、自分の財産だと思っています。
今年は沖縄県人会以外の学生も作品展示やボラ

ンティアなどで携わります。若者らしい元気を地域
の皆さんに届けると同時に、この体験を通してさまざ
まなことを学びたいです。
このまちは僕の第二のふるさと。まちが元気にな
るよう、今年も精いっぱい頑張ります。

瀬戸口ムツ子さん（64）
30年ほど前まで、両親が旭通りで食料品店を営

んでいました。通りには肉屋、魚屋、呉服店、貴
金属店などが軒を連ね、いつもにぎわっていました。
初市の日は毎年大忙し。店を手伝いながら、通りいっ
ぱいに並ぶ出店の品々に胸を躍らせたことを今でも
よく覚えています。昔は「木市」とも呼ばれ、スギや
ヒノキの苗木を買う人もたくさんいました。珍しい果
物の苗木、色つきのひよこ、小鳥や子犬まで並べら
れ、売る人、見る人、買う人…。そんな楽しい雰囲
気が大好きでした。
最近は旭通りも寂しくなり、初市に露店は並ぶも

のの、地元のパワーを感じないという声も。自分に
何かできないかと、３年前旭通りの空き店舗「ふれあ
い広場」を利用して、絵手紙教室を始めました。地
元の方が参加し、楽しんでくれています。初市ではそ
の作品を販売。地元の人の生きがいづくりと初市の
活性化につながることを期待しています。
小さいころから携わってきた初市、今年も思いっき

り楽しみます。
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photo fram
e &

 introduction

今年で10回目となる霧島・食の文
化祭が12月1日、霧島田口の霧島
保健福祉センターであり、多くの
人が訪れました。

福山漁協で行われる「福ふく漁師
夕市」が11月23日に開かれ、多く
の買い物客でにぎわいました。次
回開催は１月25日（土）予定です。

婚姻届を提出する際、記念撮影が
できるように市役所１階の市民課
待合所に「メモリアルフォトコー
ナー」を設置しました。

隼人地区の小野小学校の児童らが11
月28日、12月４日、県動物愛護セン
ターで犬や猫との触れ合いを通して
動物愛護を学びました。

第２回溝辺地区自治公民館親睦ゴルフ大会が11月23日、溝辺カ
ントリークラブであり、約70人が参加し、親睦を深めました。

福山町の歴史や自然を楽しむ第4回
福山湾岸ウォークが12月8日に開か
れ、ウオーキングとその後披露され
た霧島神楽を楽しみました。

今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今

回
も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が

活
躍
を
目
指
し
て
、
霧
島
の
地
で

躍
動
し
ま
す
。

最
初
に
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
す
る
の

は
、
昨
年
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
リ
ー

グ
を
見
事
連
覇
し
た
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
で
す
。
霧
島
市
で
は
２

年
連
続
の
キ
ャ
ン
プ
。
史
上
初
と

な
る
10
年
連
続
２
桁
得
点
を
達
成

し
た
佐
藤
寿ひ

さ

人と

選
手
や
、
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
た
青
山
敏
弘
選
手
、

髙
萩
洋
次
郎
選
手
な
ど
、
実
力
と

人
気
を
兼
ね
備
え
た
Ｊ
１
を
代
表�

す
る
チ
ー
ム
で
す
。
今
年
も
霧
島

市
で
ス
タ
ー
ト
し
、
３
連
覇
を
目
指

し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
韓
国
Ｋ

リ
ー
グ
の
Ｆ
Ｃ
ソ
ウ
ル
や
昨
年
に

続
き
京
都
サ
ン
ガ
も
来
ま
す
。

ほ
か
に
も
昨
年
に
続
き
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
太
陽
誘
電
や
第
一

工
業
大
学
の
比
嘉
元も

と

樹き

投
手
が
加

入
す
る
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
か

ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
も
合
宿
予
定
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
新
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム
と

し
て
の
戦
術
、
チ
ー
ム
内
で
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
争
い
な
ど
、
も
う
す
で

に
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
戦
い
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
選
手
の
熱
い
プ

レ
ー
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
応
援
で

日
本
一
の
チ
ー
ム
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

※�

期
間
中
、
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
教
室
、
練
習
試
合
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
程
は

調
整
中
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
観
光
の
窓
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

スポーツキャンプ日程表

◎サンフレッチェ広島
◦期間＝１月27日（月）～２月３日（月）予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場・陸上競技場）

◎京都サンガＦ．Ｃ．
◦期間＝２月４日（火）～15日（土）予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

◎ＦＣソウル（Ｋリーグ）
◦期間＝２月３日（月）午後～17日（月）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎太陽誘電女子ソフトボール部
◦期間＝２月７日（金）～16日（日）予定
◦場所＝国分球場

◎新日鉄住金かずさマジック（市民球団）
◦期間＝２月17日（月）～３月２日（日）予定
◦場所＝国分球場

◎大学サッカーフェスティバル
◦期間＝３月４日（火）～８日（土）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場、多目的広場）

◎ホンダエンジニアリング男子ソフト
◦期間＝３月10日（月）～14日（金）予定
◦場所＝国分球場
※�天候などの影響で練習時間が変更になること
があります。詳しくは観光課まで問い合わせく
ださい。

スポーツキャンプシーズン到来
Ｊ１連覇サンフレッチェ広島２年連続でキャンプ

©2013 S.FC

©2013 S.FC

©2013 S.FC©2013 S.FC

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む

女子駅伝の県中学校大会で２年ぶり２度目の優勝を飾った横
川中学校女子駅伝チームの選手たちが市役所を訪れました。

日
当
山
中
学
校
２
年
の
山
村

楓ふ
う

夏か

さ
ん（
14
）が
11
月
16
日
、

17
日
に
韓
国
で
行
わ
れ
た
19

歳
以
下
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
国
際
大
会
で
最
年
少
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。⬇

©1992 S.FC

佐藤寿人選手青山敏弘選手 髙萩洋次郎選手
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今
回
は
、
湧
水
町
の
Ｊ
Ｒ
九
州
吉き
っ

都と

線（
吉
松
～
都
城
）と
肥
薩
線（
隼

人
～
八
代
）
の
分
岐
駅
で
あ
る
吉
松

駅
で
す
。

明
治
36
年
９
月
５
日
の
開
業
以
来
、

昨
年
で
１
１
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

開
業
当
時
は
鹿
児
島
本
線
・
日
豊
本

線
の
分
岐
駅
で
あ
り
、
鉄
道
の
要
衝

と
し
て
諸
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
吉
松
は
一
躍
鉄
道
の
ま

ち
と
し
て
人
や
地
域
の
つ
な
が
り
を

生
み
、
産
業
経
済
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
。
以
来
、
町
民
は
鉄
道
と
何
ら

か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
生
き
て
き
ま

し
た
。

昭
和
30
年
代
は
Ｃ
51
形
、
Ｃ
55
形
、

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
Ｃ
55
形
、
Ｃ

57
形
、
Ｄ
51
形
が
主
力
機
関
車
と
し

て
霧
島
山
麓
を
疾
走
し
ま
し
た
。
昭

和
40
年
代
に
は
吉
都
線
を
経
由
し
、

宮
崎
～
熊
本
～
博
多
ま
で
急
行
「
え

び
の
号
」・
特
急
「
お
お
よ
ど
号
」

も
運
行
。
地
域
の
交
通
手
段
や
生
活

物
資
の
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
国
鉄
の
民
営
化
な
ど
、
時
代
の

潮
流
の
受
け
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
情
勢
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

■
駅
舎

吉
松
駅
は
明
治
36
年
、
鹿
児
島
本

線
の
駅
と
し
て
開
業
し
、
昭
和
43
年

に
現
在
の
駅
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
ま

し
た
。 

駅
周
辺
に
は
蒸
気
機
関
車

Ｃ
５
５
５
２
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

１
０
０
年
前
の
石
蔵
や
資
料
館
も
あ

り
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

隣
接
す
る
「
観
光
Ｓ
Ｌ
会
館
」
で

は
食
事
も
で
き
、
ホ
ル
モ
ン
煮
込
み

を
使
っ
た
『
ぽ
っ
ぽ
丼
』
や
ホ
ル
モ

ン
味
噌
煮
が
お
す
す
め
（
ど
ち
ら
も

土
・
日
限
定
）。
町
の
特
産
品
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

次
の
停
車
駅
は
え
び
の
市
で
す
。

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

・ �日時＝２月23日（日）、24日（月）午前９時
～夕方

・ �場所＝町通りほか（姶良市蒲生町上久徳）
・ �内容＝姶良、蒲生の特産品や植木などの

市が立ち並びます。

＝姶良市商工会蒲生支所  ☎（52）0039

蒲生市
いち

姶良市

・ �期間＝１月から(コテージ利用時)
・ �場所＝垂水市新御堂1344-1（猿ヶ城渓谷）
・ �内容＝年中フルオープンの森の駅たるみず。

コテージ全８棟に温泉を完備。4種類の鍋プラ
ン（1人1,500円）もご一緒にいかが。冬の森で
癒やしの時間を。（コテージ・鍋ともに要予約）
＝森の駅たるみず  ☎0994（32）9601

森の駅たるみずに温泉を完備垂水市

・ �日時／場所＝２月２日（日）午前11時30
分～午後１時30分／高齢者福祉センター
桜島内ゲートボール場

・ �内容＝甘くて煮崩れしない桜島大根と錦
江湾で育てたカンパチ・ブリを使ったブリ
大根（1,000円）をご賞味ください。
＝実行委員会  ☎099（222）7629

第15回桜島カンパチ&ブリ大根まつり鹿児島市

昔の吉松駅
（昭和40年代）

勇壮に並ぶ
蒸気機関車

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �期日＝２月12日（水）午後７時から
・�場所＝都城市総合文化ホール大ホール「きりしま」
・�参加料＝全席指定、一般2,000円、高校生

以下1,000円（未就学児は入場不可）
・�内容＝テレビでおなじみの新進気鋭の落語

家3人が共演。
＝�都城市文化振興財団 ☎0986（23）7140

宝くじ文化公演 昇太・花
か

緑
ろく

・たい平 三人会都城市

・�日時＝２月１日（土）、２日（日）午前９時～午
後８時（２日は午後５時）

・�場所＝京町温泉駅前通り周辺
・�内容＝買物市のほか、ステージイベント、ご当地グ

ルメ通り、バナナの叩き売りや１日（土）の夜には光
のイベント「幸せのヒカリとアカリ」も開催されます。
＝�実行委員会（えびの市商工会内） ☎0984（35）1544

京町二日市えびの市

・ �日時＝２月１日（土）午後６時30分から
・ �場所＝曽於市大隅文化会館
・ �出演＝中

あたり

孝介、元
はじめ

ちとせ、カサリンチュ
・ �料金＝前売券一般4,000円、当日券一般

4,500円（全席指定。３歳未満は入場不可。
無料託児所有り）
＝曽於市大隅文化会館 ☎099（482）1216

自主文化事業「南からの風にのせてin Soo」曽於市

ぐるっと霧島
周遊列車

環霧島探訪

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

３人の泥
棒が入り

こんだ、

とある雑
貨店。そ

こで未来
と

過去、時
空を越え

た手紙交
換

が行われ
ていきま

す。バラ
バ

ラに思わ
れた一人一

人の悩み
。

それらが
一つの答

えで結び
付

いたとき、
ほっこりと

心が温ま

り感動を
味わうこと

ができます
。

寒い冬、
特に読み

たくなる

本です。

熊
襲
は
列
島
を
席
巻
し
て
い
た
／
内
倉
武
久

雪
月
花
黙
示
録
／
恩
田 

陸

Ｑキ
ュ
ロ
ス

ｒ
ｏ
ｓ
の
女
／
誉
田
哲
也

ジ
ョ
ン
・
マ
ン
４ 

青
雲
編
／
山
本
一
力

そ
の
鏡
は
嘘
を
つ
く
／
薬
丸 

岳

舞
台
／
西 

加
奈
子

ペ
テ
ロ
の
葬
列
／
宮
部
み
ゆ
き

ぼ
く
は
戦
争
は
大
き
ら
い
／
や
な
せ
た
か
し

雨
の
底
／
北
原
亞
以
子

お
と
こ
の
る
つ
ぼ
／
群 

よ
う
こ

爛ラ
ン

／
瀬
戸
内
寂
聴

ポ
ー
ス
ケ
／
津
村
記
久
子

向
か
い
風
で
飛
べ
！
／
乾 

ル
カ

問
い
の
な
い
答
え
／
長
嶋 

有

２
月
の
お
は
な
し 

鬼
ま
つ
り
の
夜
／
富
安
陽
子

い
す
お
ば
け 

ぐ
る
ぐ
る
ん
ぼ
ー
／
角
野
栄
子

ほ
ん
と
う
の
お
に
ご
っ
こ
／
堀
内
誠
一

パ
ン
屋
に
す
ん
で
い
る
パ
ン
生
地
の
こ

び
と
が
機
嫌
を
そ
こ
ね
た
ら
、
さ
あ
大

変
！
パ
ン
種
が
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
に
変
わ
っ
て

し
ま
い
…
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ふ
し
ぎ
な
11
の

お
話
。

パ
ン
屋
の
こ
び
と
と

ハ
リ
ネ
ズ
ミ

田
牧
大
和　

作

小
さ
な
菓
子
所
「
藍あ

い

千せ
ん

堂ど
う

」
を
切
り
回
す

兄
弟
に
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
難
問
奇
問
。

季
節
季
節
の
菓
子
に
見
立
て
て
見
事
解

決
。「
四
文
の
柏
餅
」
を
は
じ
め
全
６
編

の
時
代
小
説
を
収
録
。

甘
い
も
ん
で
も
お
ひ
と
つ

焼
酎
ロ
ー
ド
・
国
道
58
号
を
は
じ
め
、

焼
酎
の
愉た

の

し
い
飲
み
方
・
お
い
し
い

つ
く
り
方
、
芋
焼
酎
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
、
王
道
つ
ま
み
教
室
、
米
焼

酎
・
球く

磨ま

の
力
な
ど
を
紹
介
す
る
。

ア
ニ
ー
・Ｍ・Ｇ・シ
ュ
ミ
ッ
ト　

作

史
上
最
大
の
テ
ロ
「
三
菱
重
工
爆
破
事

件
」
を
引
き
起
こ
し
た
、
謎
の
犯
人
グ

ル
ー
プ
は
、
天
皇
暗
殺
ま
で
企
て
て
い

た
。
狂
気
の
犯
罪
に
、
刑
事
た
ち
は
ど

う
立
ち
向
か
っ
た
の
か
？
警
視
庁
公
安

部
の
捜
査
官
た
ち
の
実
名
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。

門
田
隆
将　

作

狼
の
牙
を
折
れ

新
し
い
焼
酎
の
教
科
書

図書館へ行こう
（国分在住

）

隈元 詩織さん

おすすめの本

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

ナミヤ雑貨店の

奇蹟
作者：東野 圭吾

私
の
宝
本

これからの

人生に役立つ

一冊

イベント名 日　　時［対　象］ 場所／問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木) ２月 1日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館 ☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木) ２月 3日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 １月25日（土）、２月８日（土）・22日（土）14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
１月19日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 
２月 6日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
２月 7日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館 ☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ２月 9日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） １月18日（土）、２月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室 ☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） １月20日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室 ☎（57）0316

おはなし広場 １月25日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室 ☎（56）2026

おはなし王国inまきぞの
⃝ 期間＝２月８日（土）午前10時

～ 11時30分
⃝ 場所＝牧園農村活性化センター
⃝ 内容＝ボランティアグループな

どによるおはなしほか

�問＝�牧園総合支所教育振興課
☎（76）2714

イベント案内

本からはじまる学習活動推進運動
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命を預かる責任を感じて

平
成
24
年
３
月
３
日
、
霧
島
市
に
本
社
が
あ
り
、
現
在
１
７

３
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
る
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
に
初
の
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。
濱
田

江
梨
さ
ん
（
31
）、
仙
台
市
出
身
。「
空
は
い
つ
も
違
う
表
情
を
見

せ
て
く
れ
る
ん
で
す
」。
飛
ん
で
い
る
と
き
の
話
を
す
る
彼
女
は
、

い
つ
も
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。

日
本
航
空
グ
ル
ー
プ
全
体
で
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
約
２
４
０
０
人
中
、

女
性
は
14
人
。
そ
の
一
人
と
な
っ
た
濱
田
さ
ん
の
経
歴
は
異
色
で
、

目
指
し
て
い
た
職
業
は
水
族
館
の
飼
育
員
。
大
学
は
沖
縄
の
琉
球

大
学
海
洋
自
然
科
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
２
年
の

と
き
、
肺
に
穴
が
開
く
病
気
「
気き

胸き
ょ
う」
を
患
い
、
そ
れ
が
原
因
で

夢
を
諦
め
な
い
と
い
け
な
く
な
り
、
将
来
を
模
索
す
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
飛
行
機
の
中
で
読
ん
だ
機
内
誌
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
募

集
の
記
事
が
。
も
と
も
と
飛
行
機
か
ら
見
る
景
色
が
好
き
だ
っ
た

濱
田
さ
ん
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
職
業
を
初
め
て
意
識
し
た
瞬
間

で
し
た
。「
一
番
前
で
あ
の
景
色
を
見
た
い
」
そ
の
思
い
は
日
に

日
に
高
ま
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
道
は
険
し
い
も
の
で
し
た
。
航
空
大
学
校
に
入

学
で
き
る
年
齢
制
限
は
25
歳
。
大
学
卒
業
だ
と
２
回
し
か
チ
ャ
ン

ス
が
な
く
、
し
か
も
、
試
験
は
卒
業
か
ら
わ
ず
か
３
か
月
後
。
準

備
が
足
り
ず
１
回
目
の
試
験
は
不
合
格
で
し
た
。
残
る
チ
ャ
ン
ス

は
１
回
。
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
の
し
か
か
る
彼
女
を
支
え
た

の
は
家
族
で
し
た
。

「
い
つ
の
間
に
か
目
標
が
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
父
は
最
初
、

納
得
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、私
の
強
い
決
意
を
知
る
と“
最

後
な
ん
だ
か
ら
帰
っ
て
き
て
し
っ
か
り
勉
強
し
な
さ
い
”
と
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
の
支
え
の
お
か
げ
で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

実
家
に
帰
り
必
死
に
勉
強
し
、
２
回
目
で
見
事
合
格
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
ス
タ
ー
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
４
か
月

THE SCENE

霧島に生きる

濱田江梨さん（31）
宮城県仙台市出身、ＪＡＣ初の女性パイロット。小・
中・高とバスケット部、中学時代はキャプテンとして活
躍。操縦する機体はＱ400。「コックピットにいる私に
気付いたら手を振ってください」と言う。濱田さんといつも操縦しているボンバルディアＤＨＣ－8－Ｑ400型（通称Ｑ400）、座席数74席

間
は
宮
崎
で
気
象
や
航
空
に
関
す
る
勉
強
、
北
海
道
の
帯
広
に
移

り
６
か
月
間
、
宮
崎
に
移
り
６
か
月
間
、
最
後
は
仙
台
で
８
か
月

間
の
厳
し
い
飛
行
訓
練
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

「
初
め
て
訓
練
機
で
飛
ん
だ
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。
で
も
飛

行
機
酔
い
で
１
週
間
は
吐
き
な
が
ら
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。
段
階

ご
と
に
試
験
が
あ
り
、
２
回
不
合
格
だ
と
学
校
を
辞
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
が
去
っ
て
い
く
姿
は

と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ミ
ス
が
で
き
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
の
闘
い
で
し
た
」

濱
田
さ
ん
は
無
事
に
卒
業
し
、
平
成
22
年
９
月
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
入

社
。
国
内
や
海
外
で
約
１
年
半
の
訓
練
を
経
て
、
よ
う
や
く
一
昨

年
、
副
操
縦
士
に
な
り
ま
し
た
。

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
か
ら
約
７
年
か
か
り
ま
し

た
。
副
操
縦
士
の
証
で
あ
る
袖
に
三
本
線
の
入
っ
た
制
服
を
着
た

と
き
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
初
の
こ
ろ
は
空
へ
の
憧
れ

の
ほ
う
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
感
じ
た

の
は
、お
客
さ
ま
の
命
を
預
か
る
と
い
う
責
任
感
。頭
で
は
分
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
お
客
さ
ま
を
乗
せ
て
み
て
、
そ
の
重
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
無
事
に
着
陸
し
た
と
き
の
な
ん
と
も
い
え
な

い
安
堵
感
は
、
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
」

命
を
預
か
る
責
任
感
は
日
常
生
活
に
も
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
食

事
に
気
を
付
け
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
と
休
み
の
日
も
体

調
管
理
や
体
力
作
り
に
励
み
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
自
覚
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

濱
田
さ
ん
は
「
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
男
性
も
女

性
も
関
係
な
い
。
私
が
頑
張
る
こ
と
で
誰
か
に
挑
戦
す
る
勇
気
を

届
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
ほ
ほ

笑
み
ま
す
。

将
来
の
目
標
は
「
機
長
に
な
る
こ
と
」。

た
く
さ
ん
の
思
い
を
乗
せ
て
、
濱
田
さ
ん
は

今
日
も
大
好
き
な
空
へ
飛
び
立
ち
ま
す
。

操縦中に愛用しているサングラス
と腕時計は、姉夫婦から航空大
学校の入学と誕生日祝いにもらっ
た大切なもの
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◎ 原則として往診はいたしません。
◎都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎ 内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎ 眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◎日曜・祝日薬局日程表（2月） 姶良郡薬剤師会

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（2月）

◀◀◀保健だより

献
血
を
通
し
て

社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か

鹿
児
島
県
は
、
全
国
の
中
で
も

特
に
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
し
て

お
り
、
大
変
危
険
な
状
況
で
す
。

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

血
液
を
待
つ
患
者
さ
ん
の
生
き
る

希
望
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

本
年
度
も
「
霧
島
市
健
康
福
祉

ま
つ
り
」
と
あ
わ
せ
て
献
血
を
実

施
し
ま
す
。
20
歳
か
ら
39
歳
の
方

は
献
血
と
あ
わ
せ
て
健
康
診
断
も

行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
社
会
貢
献
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階

※�

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
は
景
品
を
進
呈
し
ま
す
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

⃝
�

月
～
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

⃝
�

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

問
＝
霧
島
市
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

⃝
��

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近

く
）

◎�

問
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（43）3352 ／ ＦＡＸ（43）3299　◎ 開局時間については、午前９時から午後５時までです。

日 曜日 地　区 薬　局　名 電　話

2日 日
国 分 国分ひろせ調剤薬局 ４６－９０８２
国 分 霧島市民薬局中央 ４７－１８５５
国 分 ニック調剤薬局国分西店 ５６－７５７７

9日 日 隼 人 ことり薬局 ４４－７１７５

11日 火

隼 人 とざか薬局隼人店 ６４－２２７０
牧 園 寺脇薬局 ７６－２００８
隼 人 ひなた調剤薬局 ４２－８７０４
国 分 きらら薬局 ４７－５６５６

16日 日 国 分 このはな薬局 ７３－６８８２

23日 日

国 分 イルカ調剤薬局 ６４－０８８３
隼 人 あもりがわ薬局 ４４－９２１１
隼 人 隼人薬局 ４３－０００２
牧 園 さくらの杜薬局 ７８－８２８２
国 分 みほし薬局 ４８－５８４０

日 曜日 地��区 病　院　名 診療科目 電　話

2日 日

国 分 井料クリニック 脳神経外科 ４６－９３００
隼 人 山下内科クリニック 内科 ４３－０４６０
姶良市（加治木） ザ王病院 内科 ６２－４６１１
姶良市（姶良） 竹内レディースクリニック 産婦人科 ６５－２２９６
横 川 伊東内科クリニック 内消呼吸器科 ７２－９０８８
国 分 渡辺眼科クリニック 眼科 ４５－６８８８
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７

9日 日

国 分 青葉クリニック 内科外科 ６４－０６４６
隼 人 鶴丸医院 耳鼻咽喉科 ４２－０４３９
姶良市（加治木） 加治木温泉病院 内科 ６２－０００１
姶良市（姶良） 西クリニック 皮膚形成外科 ６７－２４１２
湧 水 町 田代医院 内科循環器科 ７４－２０７５
国 分 いぢち眼科 眼科 ４７－３６１８
姶良市（加治木） なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１

11日 火

国 分 宮内皮ふ科クリニック 皮膚科 ４６－８６１２
隼 人 島田泌尿器科医院 泌尿器科 ４２－７７３３
姶良市（加治木） 徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２－２６７２
姶良市（姶良） 朝日ヶ丘クリニック 内科小児科 ６６－１１２２
牧 園 大庭医院 内科小児科 ７６－１９８４
隼 人 隼人福島眼科 眼科 ６４－２９４０
国 分 いかりこどもクリニック 小児科 ４８－５８５８

16日 日

国 分 プライマリ・ケアむろ内科 内科小児科 ４６－６６１１
隼 人 福山外科医院 外科 ４２－２３６３
溝 辺 徳永医院 内皮膚小児科 ５８－２３０２
姶良市（姶良） 中馬クリニック 内科消化器科 ６７－８０００
湧 水 町 吉松温泉医院 内科 ７５－３３１１
姶良市（加治木） 西眼科医院 眼科 ６２－２５２６
姶良市（姶良） こどもクリニック山﨑 小児科 ６５－１３５０

23日 日

国 分 国分脳神経外科 脳神経外科 ６４－００５９
隼 人 吉満内科クリニック 内科 ４２－８８８０
姶良市（加治木） さんのう内科 内科循環器科 ６３－３０００
姶良市（姶良） こまき内科循環器科クリニック 内科循環器科 ６７－８８９９
牧 園 霧島桜ヶ丘病院 内科 ７８－３１３５
隼 人 椎原眼科医院 眼科 ４３－１０５０
国 分 こうの子どもクリニック 小児科 ４７－１２１１

〈作り方〉	 ① �小豆を水に３時間ほどさらしておく。
� ② �①を煮て、沸騰したら差し水をして、再度沸騰させる。沸騰したら汁を捨て、

水を入れ、柔らかくなる程度に煮る。
� ③煮えたら汁を捨て、分量の水、砂糖、塩を入れ火にかける。
� ④餅は食べやすい大きさに切って、フライパンなどで焼き、③に入れる。
� ����（餅は火ばちなどで焼けば香ばしく、食感も楽しめます）

〈材　料〉	 餅、小豆150g、砂糖100g、水800cc、塩少々

今
も
昔
か
ら
の
風
習
を
大
切

に
し
て
、
鏡
開
き
の
日
に

餅
が
入
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
家
族
み

ん
な
で
食
べ
て
い
る
の
は
、
霧
島

大
窪
の
窪
田
悦
子
さ
ん
（
64
）。

正
月
の
松
の
内
（
１
月
７
日
）

が
終
わ
り
11
日
に
な
る
と
、
多
く

の
家
庭
で
お
供
え
し
た
餅
を
下
げ

て
食
べ
る
鏡
開
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
神
仏
に
感
謝
し
、
無
病
息

災
を
祈
る
日
本
の
年
中
行
事
で
、

餅
は
多
く
が
雑
煮
や
ぜ
ん
ざ
い
で

食
べ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ん
ざ
い
は
地

方
や
家
庭
で
味
や
調
理
法
が
異
な

り
ま
す
が
、
窪
田
家
で
は
粒
あ
ん

の
汁
に
餅
を
入
れ
て
食
べ
、
も
ち

米
も
あ
ん
の
小
豆
も
自
分
た
ち
で

心
を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
、
両
親
と
は
仕
事
の

都
合
で
同
居
で
き
ず
、
毎
日
台
所

に
立
つ
祖
母
の
背
中
を
見
て
育
っ

た
と
い
う
窪
田
さ
ん
。
ど
こ
の
家

庭
も
貧
し
か
っ
た
当
時
、
餅
や
甘

い
も
の
は
貴
重
で
、
祖
母
が
鏡
開

き
の
餅
で
作
る
ぜ
ん
ざ
い
が
一
番

の
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
豊
か
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
鏡

開
き
の
餅
も
大
切
に
い
た
だ
き
た

い
。
真
っ
白
な
餅
の
入
っ
た
甘
い

ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
る
た
び
、
祖
母

の
笑
顔
と
食
べ
物
を
大
事
に
し
な

さ
い
と
い
う
教
え
を
思
い
出
し
ま

す
」
と
窪
田
さ
ん
。

料
理
は
祖
母
か
ら
習
い
、
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
若
く
か
ら
参

加
し
て
い
る
地
域
の
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
の
活
動
で
料
理
に
つ
い
て

多
く
を
学
ぶ
た
び
、
そ
の
思
い
も

さ
ら
に
強
ま
り
ま
す
。「
食
べ
物

に
も
命
が
あ
る
。
畑
で
育
つ
作
物

は
家
族
同
然
。
毎
日
話
し
掛
け
、

収
穫
し
た
後
は
そ
の
命
に
感
謝
し
、

味
わ
い
な
が
ら
大
切
に
い
た
だ
き

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

窪
田
さ
ん
の
大
好
物
の
ぜ
ん
ざ

い
。
今
は
近
く
に
住
む
息
子
と
孫

の
大
好
物
で
、
毎
年
食
べ
る
た
び

に
祖
母
の
も
う
一
つ
の
教
え
を
話

し
ま
す
。「
鏡
開
き
の
『
鏡
』
は

円
満
を
、『
開
く
』
は
末
広
が
り

を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
餅
を
大
切

に
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
、
一
年
の

幸
せ
を
祈
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
が
わ
が
家
の
一
番
の
幸
せ
」。

皆
さ
ん
も
改
め
て
こ
の
機
会
に
、

食
べ
物
と
家
族
の
あ
り
が
た
さ
に

思
い
を
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

食べ物と家族へ感謝の気モチを

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394��国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

◎霧島大窪
窪田悦子さん（64）

火ばちで焼いてふくらむ餅

鏡開きの餅入りぜんざい（２人前）
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K irishima Information

養
い
、
よ
り
豊
か
で
平
和
な
日
本

を
築
く
た
め
、
建
国
記
念
の
日
の

祝
賀
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
11
日
（
火
、
建
国

記
念
の
日
）
午
前
９
時
～
11
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

内
容
＝
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
式
典
、

郷
土
芸
能
な
ど
。

◎�

＝
道
義
高
揚
・
豊
か
な
心
推

進
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
市

民
運
動
推
進
室
内
）
☎（
64
）０

９
１
５

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

本
市
に
は
、
地
域
住
民
が
お
互

い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
な
が
ら

安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
組
織
と
し
て

自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
防
犯
・
防
災
、

教
育
、
子
育
て
、
親
睦
活
動
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

「
地
域
力
」
や
「
地
域
の
絆
」
を

育
ん
で
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
築
き
上
げ
た
地
域

の
絆
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
力
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
自
治
会
に

入
り
ま
し
ょ
う
。

◎�

＝
共
生
協
働
推
進
課
☎（
64
）

０
９
８
８

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す

⃝
�

対
象
＝
3
月
31
日
ま
で
に
40
歳

以
上
に
な
る
市
民
で
、
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
。

⃝
�

料
金
＝
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
１
０

０
円
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
５
０
０
円
（
40
歳
か
ら
５
歳

刻
み
の
75
歳
ま
で
の
対
象
者
に

は
、
検
診
が
無
料
と
な
る
案
内

文
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
受
診
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）

◎�

問
・

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５
、
す
こ
や
か
保
健
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

寒
く
な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結

や
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

防
ぐ
た
め
に
は
、
厚
手
の
布
な
ど

を
水
道
管
に
巻
き
付
け
、
そ
の
上

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い

て
、
直
接
冷
気
を
受
け
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場

合管
や
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ

て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱

い
お
湯
を
か
け
る
と
、
破
損
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
蛇
口
を
開
け
て
も
水
が

出
な
い
場
合
、
蛇
口
を
開
け
た
ま

ま
に
せ
ず
、
必
ず
閉
じ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■ 

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た

場
合

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、

メ
ー
タ
ー
器
近
く
に
あ
る
止
水
栓

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

ど
こ
に
あ
る
か
を
前
も
っ
て
確
認

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
水

道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏

水
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
修
理
で

医
療
費
の
領
収
書
を
病
院
・
個

人
ご
と
に
１
年
分
を
ま
と
め
て

整
理
し
、
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１
へ
。

◎�

＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
８
８
４
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
税
務
グ
ル
ー
プ

霧
島
市
共
通
商
品
券
の

有
効
期
限
が
間
近
で
す

昨
年
９
月
か
ら
販
売
を
行
っ
た

霧
島
市
共
通
商
品
券
の
有
効
期
限

は
１
月
末
で
す
。
ま
だ
ご
利
用
に

な
っ
て
い
な
い
商
品
券
は
、
期
限

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

商
品
券
は
、
商
工
会
議
所
・
商

工
会
会
員
の
取
扱
店
で
利
用
で
き
、

取
扱
店
に
は
の
ぼ
り
・
ス
テ
ッ

カ
ー
で
表
示
を
し
て
い
る
ほ
か
、

商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◎�

＝
霧
島
商
工
会
議
所
☎（
45
）

０
３
１
３
、
霧
島
市
商
工
会
☎

（
42
）２
１
２
８

建
国
記
念
の
日
祝
賀
行
事

国
の
誕
生
を
祝
い
、
先
人
の
偉

業
に
感
謝
し
、
国
を
愛
す
る
心
を

平
成
26
年
度
市
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料・後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
25
年
分
の
所
得
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
は
、
市

県
民
税
額
を
正
し
く
算
出
す
る
基

礎
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
基

礎
と
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康

保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
ほ
か
、
市
営
住
宅
や
保
育
園

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所
得
証

明
書
な
ど
が
発
行
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

詳
細
は
１
月
15
日
に
自
治
会
を

通
じ
て
配
布
し
た
「
平
成
26
年
度

申
告
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

⃝
�

営
業
や
農
業
な
ど
の
収
支
が
あ

る
方
は
、
領
収
書
な
ど
を
整
理

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
収
支
内
訳

を
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

き
ま
せ
ん
の
で
、
市
指
定
の
水
道

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

◎�

＝
水
道
部
管
理
課
☎（
42
）３

５
０
０

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
な
ど
の

試
験
放
送
に
つ
い
て

新
燃
岳
噴
火
か
ら
３
年
目
の
節

目
と
し
て
、
新
燃
岳
周
辺
の
５
基

の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
と
５
キ
ロ

圏
内
の
避
難
計
画
区
域
に
配
付
し

た
戸
別
受
信
機
お
よ
び
屋
外
拡
声

子
局
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
近
辺
の
方
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

⃝
 

試
験
放
送
日
時
＝
１
月
24
日

（
金
）午
前
10
時
か
ら
５
分
程
度

⃝
�

場
所
＝
高
千
穂
河
原
、
霧
島
神

宮
台
、
湯
之
野
三
叉
路
、
栄
之

尾
地
区
、
新
湯
展
望
台
バ
ス
停

北
側
、
新
湯
温
泉
、
新
燃
岳
周

辺
に
配
付
の
戸
別
受
信
機
。

◎�

＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

部
落
解
放

第
９
回
霧
島
市
研
究
集
会

市
民
一
人
一
人
が
人
権
問
題
を

エ
ア
ポ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鹿
児
島
５
０
０
回
記
念
展

鹿
児
島
空
港
の
「
エ
ア
ポ
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
鹿
児
島
」
は
２
月
に

記
念
す
べ
き
５
０
０
回
目
を
迎
え

ま
す
。そ
こ
で
本
県
出
身
で
俳
優
・

水
彩
画
家
の
榎
木
孝
明
さ
ん
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

■ 

榎
木
孝
明「
こ
こ
ろ
の
故
郷
展
」

（
展
示
・
販
売
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

鹿
児
島
県
伊
佐
市
出
身
。
武
蔵

野
美
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
に
学
ぶ
。

劇
団
四
季
を
経
て
、
そ
の
後
、
俳

優
と
し
て
映
画
・
テ
レ
ビ
・
舞
台

で
活
躍
す
る
一
方
、
ア
ジ
ア
を
中

心
に
世
界
各
地
の
旅
の
ス
ケ
ッ
チ

を
描
き
続
け
て
い
る
。

⃝
�

期
間
＝
２
月
７
日（
金
）～
20
日

（
木
）（
20
日
は
正
午
ま
で
）

■ 《
特
別
企
画
》
榎
木
孝
明
サ
イ

ン
会
＆
ミ
ニ
ト
ー
ク（
入
場
無

料
）

⃝
�

日
時
＝
２
月
８
日（
土
）午
後
１

時
か
ら
（
予
定
）

⃝
�

場
所
＝
エ
ア
ポ
ー
ト
３
階
ホ
ー
ル

※�

購
入
し
た
サ
イ
ン
対
象
品
に
榎

木
さ
ん
の
サ
イ
ン
を
入
れ
ま
す
。

※�

２
月
７
日（
金
）か
ら
、
対
象
品

を
購
入
し
た
方
先
着
１
２
０
人

自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、

正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
入
場

無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
）

⃝
�

日
時
＝
１
月
25
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

テ
ー
マ
＝
人
権
の
ま
ち
き
り
し

ま
を
目
指
し
て

⃝
 

講
師
＝
露つ

ゆ

の
新し

ん

治じ

さ
ん
（
落
語

家
）

⃝
�

内
容
＝
お
笑
い
人
権
高
座
（
落

語
）「
笑
顔
で
く
ら
す
、
願
い

に
生
き
る
～
自
分
の
人
生
、
自

分
が
主
役
～
」

※�

子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
関
す
る

作
品
も
展
示
し
ま
す
。

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

◎�

＝
隼
人
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）０
５
５
８
、
市
民

課
人
権
擁
護
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
０
１

狩
猟
に
よ
る
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

狩
猟
期
間
に
入
り
、
猟
の
仲
間

を
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
と
見
誤
り
射

撃
し
た
り
、
人
家
周
辺
で
射
撃
し

て
通
行
人
に
命
中
し
た
り
す
る
な

ど
の
死
傷
事
故
が
全
国
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
狩
猟
事
故
・
違
反
防

止
の
た
め
、
関
係
法
令
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
安
全
の
確
保
に
十
分
配

慮
し
て
狩
猟
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
を
し
な
い
方
も
、
山
や
畑

で
作
業
す
る
時
は
、
目
立
つ
服
装

を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出

る
物
を
携
帯
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局

林
務
水
産
課
☎（
63
）８
１
５
９

使
っ
て
実
感
！
ネ
ッ
ト
で

申
告「
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
」

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
は
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
国
税
に
関
す
る
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

◦�

所
得
税
・
贈
与
税
・
法
人
税
・

消
費
税
・
酒
税
・
印
紙
税
の
申
告
。

◦�

全
て
の
国
税
の
納
税
。

◦�

納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
、
法

廷
調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・

届
け
出
な
ど
。

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
最

新
の
情
報
に
つ
い
て
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）２

１
６
１

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

⃝
�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
、
予
約
不
要
）

⃝
�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
２
月
の
上
映
作
品
】

◦�

６
日
＝
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑

エ
キ
サ
イ
ト
ビ
デ
オ
第
４
集
～

中
高
年
よ
！
人
生
は
こ
れ
か
ら

だ
！
～
（
11
年
・
63
分
）「
き

み
ま
ろ
」
ワ
ー
ル
ド
満
載
の
大

爆
笑
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
。

◦�

13
日
＝
伊
豆
の
踊
子
（
33
年
・

94
分
）
伊
豆
を
旅
す
る
学
生
と

踊
子
の
純
粋
な
恋
の
物
語
。

◦�

�20
日
＝
は
だ
し
の
ゲ
ン
第
１

部
（
76
年
・
１
０
７
分
）
原
爆

の
悲
惨
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
描
き
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た

中
沢
啓
治
原
作
映
画
第
１
部
。

◦ 

27
日
＝
若
草
物
語
（
33
年
・
１

１
７
分
）
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
主
演
。
マ
ー
チ
家
の

４
人
姉
妹
を
主
人
公
に
、
恋
愛

騒
動
と
４
人
の
そ
の
後
が
つ
づ

ら
れ
る
。
オ
ル
コ
ッ
ト
の
名
作

物
語
を
映
画
化
。

◎�

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９

お
知
ら
せ

場　　所 日程および受付時間

すこやか保健
センター

1月22日(水)　13：00 ～ 15：00
1月23日(木)　 8：00 ～ 10：00
1月24日(金)　 8：00 ～ 10：00

溝辺保健福祉センター 1月23日(木)　13：00 ～ 15：00
牧園保健センター 1月24日(金)　13：00 ～ 15：00

国分保健
センター

1月30日(木)　 8：00 ～ 10：00
1月30日(木)　13：00 ～ 15：00
1月31日(金)　 8：00 ～ 10：00
1月31日(金)　13：00 ～ 15：00
2月  3日(月)　 8：00 ～ 10：00

◎霧島市からのお知らせ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象） ＝健康増進課 ☎（64）0905
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そ
の
よ
う
な
場
合
は
詐
欺
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
個
人
情
報
が
流
出
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

同
様
の
勧
誘
が
く
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

時
は
、
相
手
の
所
属
や
要
件
を
聞

い
て
、
ま
ず
家
族
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
64
）０
９
６
４

い
け
ば
な
池い

け
の
ぼ
う坊
展

⃝
�

日
時
＝
２
月
９
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
５
時
、
10
日（
月
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

⃝
 

内
容
＝
立り

っ
か花
・
生し

ょ
う
か花
・
自
由
花か

の
展
示
な
ど
。（
入
場
無
料
）

◎�
＝
池
坊
高
千
穂
支
部【
敷
根
】

☎
０
９
９
５（
22
）９
９
０
６

牧
之
原
養
護
学
校
作
品
展

■
校
内
作
品
展

⃝
�

日
時
／
場
所
＝
１
月
29
日（
水
）

～
31
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
31
日
は
正
午
ま
で
）
／

体
育
館

■
校
外
作
品
展

⃝
�

期
間
・
場
所
＝
２
月
15
日（
土
）

～
21
日（
金
）／
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
２
月
25
日（
火
）～
３
月

28
日（
金
）／
鹿
児
島
空
港
３
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

⃝
�

内
容
＝
各
教
科
や
作
業
学
習
な

ど
で
製
作
し
た
作
品
の
展
示
、

学
校
・
学
部
紹
介
な
ど
。

◎�

＝
牧
之
原
養
護
学
校
☎（
56
）

２
６
６
５募

　
集

一
日
移
動
市
長
室
で

市
長
と
語
イ
も
ん
そ

■
一
日
移
動
市
長
室

霧
島
・
国
分
地
区
内
に
居
住
・

活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
面

談
者
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
18
日（
火
）霧
島
地

区
面
談
は
午
前
中
予
定
、
国
分

地
区
面
談
は
午
後
予
定
（
各
30

分
程
度
）

※�

面
談
の
場
所
・
時
間
な
ど
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
受
け
付
け

後
、
調
整
し
ま
す
。

■�

市
長
と
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会

霧
島
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
食
事
会
参

加
者
を
１
グ
ル
ー
プ（
６
人
程
度
）

募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
18
日（
火
）正
午
～

午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
総
合
支
所
会
議
室

⃝
�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
31
日（
金
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

※�

ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
は
内

容
を
要
約
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

◎�

問
・

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

霧
島
市
奨
学
生
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
26
年

度
霧
島
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
で
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
な
ど
に
在
学
・
進

学
（
予
定
）
し
、
学
業
、
人
物
と

も
に
優
秀
で
、
か
つ
学
資
の
支
弁

が
困
難
な
方
。

※�

国
や
県
の
奨
学
資
金
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

⃝
�

貸
与
月
額（
平
成
25
年
度
現
在
）

＝
高
校
な
ど
／
１
万
８
０
０
０

円
以
内
、
大
学
な
ど
／
４
万
４

に
サ
イ
ン
会
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

※�
都
合
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
鹿
児
島

空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
㈱
☎（
58
）２
１
１
４

第
８
回
霧
島
市
芸
術
祭

⃝
�

日
時
＝
２
月
16
日（
日
）午
後
１

時
か
ら

⃝
 

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

内
容
＝
霧
島
市
文
化
協
会
に
加

盟
し
て
い
る
団
体
に
よ
る
舞
踊

や
演
奏
な
ど
。（
入
場
無
料
）

◎�

＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１

１
９

富
良
野
グ
ル
ー
プ
公
演

２
０
１
４
冬「
マ
ロ
ー
ス
」

世
界
的
な
環
境
保
護
運
動
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ

ン
の
著
書
「
沈
黙
の
春
」
を
ヒ
ン

ト
に
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か

ら
」
の
倉
本
聰そ

う

が
書
き
下
ろ
し
た

自
然
と
人
間
の
ド
ラ
マ
を
富
良
野

グ
ル
ー
プ
が
演
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
23
日（
日
）午
後
６

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

０
０
０
円
以
内
、
大
学
院
／
８

万
７
０
０
０
円
以
内
。

※
全
て
無
利
子
で
す
。

⃝
�

貸
与
期
間
＝
当
該
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間
中

⃝
�

返
還
＝
貸
与
額
を
卒
業
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
１
年
後
か
ら
、

高
校
な
ど
は
８
年
間
、
大
学
な

ど
は
10
年
間
、
大
学
院
は
２
か

年
課
程
が
10
年
間
、
３
か
年
課

程
が
15
年
間
で
月
賦
、
半
年
賦

ま
た
は
年
賦
で
全
額
返
還
。

※�

大
学
な
ど
、
大
学
院
の
２
か
年

課
程
ま
た
は
３
か
年
課
程
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
の
貸

与
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

返
還
期
間
を
15
年
ま
た
は
20
年

の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
３
月
20
日
（
木
）

◎�

問
・

＝
教
育
総
務
課
教
育
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
５
、

国
分
教
育
総
務
課
、
各
出
張
所

教
育
振
興
課

国
際
親
善
ナ
ン
コ
大
会

霧
島
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
内
在
住
の
外
国
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
た
め
、
国
際
親
善
ナ
ン

コ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
15
日（
土
）午
後
６

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
２
月
４
日
（
火
）

（
必
着
）

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知
。

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
・

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
、
国
分
中
央
三
丁

目
45
－
１

県
営
住
宅
な
ど
へ
の
入
居

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

県
で
は
、
平
成
26
年
度
に
県
営

住
宅
と
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入

居
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
空

家
待
ち
順
位
登
録
の
公
開
抽
選
を

行
い
ま
す
。
入
居
希
望
の
方
は
指

定
管
理
者
の
㈱
南
日
ホ
ー
ム
姶
良

支
店
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
抽
選
は
、
空
き
家
の
紹
介

を
す
る
登
録
順
位
を
決
め
る
も

の
で
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�������������������������������

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

２
月
３
日（
月
）～
24
日（
月
）

⃝
�

抽
選
日
時
＝
３
月
６
日（
木
）

午
後
２
時
か
ら

⃝
�

抽
選
場
所
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
本
庁
舎
４
階
中
会
議
室

◎�

問
・

＝
㈱
南
日
ホ
ー
ム
姶
良

時
～
８
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
ホ
テ
ル
洗
心
閣
（
隼
人

町
内
１
４
８
７
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

参
加
費
＝
３
０
０
０
円
（
食
事

代
込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
７
日（
金
）

◎�

問
・

＝
霧
島
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
企
画
政
策
課
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
内
）
☎（
64
）０

９
１
４

緑
化
推
進
事
業
を
行
う

団
体
を
募
集
し
ま
す

多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い

き
ま
し
た
緑
の
募
金
は
、
平
成
24

年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま
で

の
１
年
間
に
市
全
体
で
、
３
８
２

万
８
５
１
５
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
を
利
用
し
て
市
内
で

緑
化
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
緑
化

推
進
活
動
を
行
う
市
民
団
体
な
ど

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
は
、
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

◎�

＝
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務

局（
林
務
水
産
課
内
）☎（
64
）０

９
３
８

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

自
主
講
座

■�

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
講
座
～

何
色
の
年
に
し
よ
う
か
な
～

色
の
持
つ
意
味
や
効
果
を
知
っ

て
、
今
年
の
夢
や
目
標
を
か
な
え

る
為
の
「
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
」
を
カ

ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
で
見
つ
け
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
13
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
成
人
男
女
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

■
濃
厚
お
ぼ
ろ
豆
腐
作
り
講
座

大
豆
を
豆
乳
と
お
か
ら
に
分
け

て
、
豆
乳
に
に
が
り
を
加
え
お
ぼ

ろ
豆
腐
を
作
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
18
日（
火
）午
前
９

時
～
午
後
０
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
成
人
男
女
10
人

⃝
�

準
備
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク
、

豆
腐
２
丁
分
が
入
る
容
器
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

■ 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
～

お
肌
し
っ
と
り
ア
ロ
マ
ク

リ
ー
ム
作
り
～

乾
燥
を
防
い
で
く
れ
る
癒
や
し

の
香
り
の
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
を
作

り
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
20
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
成
人
女
性
20
人

⃝
�

準
備
す
る
物
＝
筆
記
用
具
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�

問
・

＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

 

４
０
３  

／
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０

基
礎
講
座
（
入
門
コ
ー
ス
）

◦
２
月
18
日（
火
）、
19
日（
水
）

 

４
０
４  

／
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０

基
礎
講
座
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
）

◦
２
月
20
日（
木
）、
21
日（
金
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
20
人

⃝
 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

時
か
ら

⃝
�

チ
ケ
ッ
ト
＝
【
前
売
り
券
】
３

０
０
０
円
、
ペ
ア
券
５
０
０
０

円
、【
当
日
券
】
４
０
０
０
円
、

ペ
ア
券
６
０
０
０
円

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎�
＝
霧
島
市
民
会
館
（
２
０
１

４
冬「
マ
ロ
ー
ス
」実
行
委
員
会

事
務
局
）☎（
64
）０
９
２
６

公
的
機
関
を
か
た
り

詐
欺
被
害
の
回
復
を

装
う
電
話
に
注
意

「
市
役
所
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
『
過
去
の
詐
欺
被
害
金

を
取
り
戻
せ
る
』
と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
救
済
制

度
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
被
害
を
取
り
戻
す
よ
う

な
救
済
制
度
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

公
的
機
関
が
こ
の
よ
う
な
電
話
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
手
数

料
な
ど
を
理
由
に
さ
ら
に
金
銭
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 in

f
o

r
m

a
tio

n 

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象） ＝健康増進課 ☎（64）0905

ナンコに夢中の参加者
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副市長・教育長・
各種委員決まる

第４回霧島市議会定例会において、12月9日に
副市長、教育長、教育委員会委員ほか各種委員
が選任、任命されました。副市長には新たに平
野貴志氏が選任され、中村孝副市長と２人で霧
島市の発展に尽力することになります。教育長
には髙田肥文氏が再任されました。
また、12月9日に南田吉
文前副市長の退任セレモ
ニーが行われ、多くの職
員に見送られました。

霧島市副市長

平野貴志（58）国分在住
任期： 平 成25年12月10日 ～ 平

成29年12月9日
昭和53年　�鹿児島大学農学部農

業工学科卒業
昭和53年　国分市役所勤務
平成17年　霧島市総務部財政課長
平成20年　保健福祉部長
平成22年　生活環境部長
平成25年　総務部長

霧島市教育長

髙田肥
ひ

文
ふみ

（67）隼人町在住
任期：平成25年12月10日～平成29年12月9日
昭和44年　鹿児島大学理学部数学科卒業
平成15年　鹿児島県教育庁教育次長
平成17年　鹿児島県立鶴丸高等学校校長
平成19年　霧島市教育委員会教育長（１期目）
平成21年　霧島市教育委員会教育長（２期目）

■霧島市教育委員会委員
【再】髙田肥文（隼人町）、【新】谷口ゆかり（国分）
■霧島市監査委員
【再】岸本博人（国分）、【新】松元深（溝辺町）
■霧島市公平委員会委員
【再】石田尾博夫（鹿児島市）
■霧島市農業委員会委員
【新】前島広紀（国分）、【新】塩井川幸生（横川）

　　　　　公益社団法人 霧島市観光協会
〒899-6603�霧島市牧園町高千穂3878-114�☎（78）2115�ＦＡＸ（78）3487

[URL]http://www.ryoma-walk.com

霧島市は、1866年、土佐の坂本龍馬と妻お龍が日本で最初
の新婚旅行で訪れ、雄大な自然や豊富な湯量を持つ温泉で激
動の幕末で活躍したその体を癒やしました。
日本の将来を思い描きながら二人が歩いた道を現在の龍馬

とお龍となって歩き、霧島の自然や歴史を楽しみませんか。

〜龍馬とお龍　新婚旅行の地を訪ねる〜

龍馬ハネムーンウォーク 検索

期日 コース名（距離） 受付 出発 スタート場所

３
／
15（
土
）

花はきりしま菜の花コース�
（距離　約10km） 8:30 10:00 霧島東中学校跡地

隼人・天降川コース�
（距離　約18km） 8:30 10:00 鹿児島神宮

３
／
16（
日
）

霧島温泉コース�
（距離　約10km) 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

犬飼・中津川コース�
（距離　約23.5km) 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

◎コースおよび出発時刻など

A

B

C

D

難易度

初〜中級

中　級

◎参加料
◦事前申し込み
　大人1,800円、中・高校生900円、小学生以下400円
※ 参加料には、大会誌、コース図、大会記念バッチ、保険料などが

含まれます。ただし２月８日以降申し込みされた方や当日参加
の方には大会誌は含まれません。
◎事前申し込み期限
◦�２月28日（金）までに参加申し込み書に送金済みが確認できるも

のを添付し、FAXまたは郵送してください。なお、大会誌の名簿
への記載は２月７日（金）までに参加申し込みした方とします。

◎当日申し込み
◦�事前申し込み以降の申し込

みは大会当日申し込み扱い
になります。ただし、コー
ス図や大会記念バッジがな
くなり次第終了とします。

国立公園『霧島』指定80周年記念特別プラン
【龍馬せっかく登山】

霧島が日本で最初の国立公園に指定されてから３月16日で
80周年を迎えることを記念して開催。高千穂峰を登ります。
◦日時＝３月14日（金）午前９時30分～午後３時
◦�定員＝先着80人（霧島市観光協会を通して、霧島市内のホテル・旅

館などに宿泊予約された方限定）
◦参加費＝2,000円
※追加料金無しで龍馬ハネムーンウォークin霧島にも参加できます。

3月15日・16日

問�・ ＝

初〜中級

上　級

早春の菜の花の中を歩く参加者

土 日

退任セレモニーの様子

in
f

o
r

m
a

tio
n

◦�

２
月
４
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
福
山
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◦�

２
月
20
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
隼
人
庁
舎

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧

島
支
局
☎（
45
）０
０
６
４

女
性
相
談

◎�

＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

２
月
10
日（
月
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
76
）２
７
０
１

◦�

２
月
17
日（
月
）午
前
10
時
～
正

午
／
隼
人
庁
舎
宿
直
室
／
隼
人

地
域
振
興
課
☎（
42
）１
１
１
２

◦�

２
月
20
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
霧
島
総
合
支
所
１
階

和
室
／
霧
島
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
57
）１
１
１
２

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

年
金
相
談

年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
老
齢
年
金
な
ど
の
請
求
手
続

き
も
で
き
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
２
月
14
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
研

修
室

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
相
談
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

⃝
�

相
談
員
＝
社
会
保
険
労
務
士

※�
原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
な
し
で

お
越
し
の
場
合
は
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎�

問
・

＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２

９
５
）３
３
４
８

税
理
士
記
念
日

無
料
税
務
相
談
会

　

相
続
、
贈
与
、
土
地
建
物
の
売

却
、
確
定
申
告
な
ど
の
相
談
に
税

理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
予
約

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。〈
秘
密

厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
２
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
特
設
会
場

◎�

＝
南
九
州
税
理
士
会
加
治

木
支
部
☎（
45
）０
４
０
３

支
店
☎（
64
）３
８
８
０

河
川
工
事
建
設
発
生
土
の

無
償
受
け
入
れ
候
補
地
を
募
集

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
が
行

う
河
川
工
事
の
建
設
発
生
土
を
無

償
で
受
け
入
れ
る
候
補
地
を
公
募

し
ま
す
。

⃝
�

工
事
予
定
箇
所
＝
検
校
川
（
霧

島
市
）、
前ま

え

郷ご
う

川
（
姶
良
市
）

⃝
�

公
募
対
象
＝
法
人
・
個
人
を
問

い
ま
せ
ん
。

⃝
�

公
募
期
限
＝
２
月
３
日（
月
）～

28
日（
金
）

⃝
�

搬
入
期
間
＝
概
ね
平
成
26
年
４

月
～
５
月

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
先
窓
口
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
提
出
。

⃝
�

受
入
条
件
＝
土
量
が
概
ね
１
０

０
０
立
法
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
、

法
律
・
関
係
条
例
上
、
埋
め
立

て
な
ど
を
行
う
こ
と
が
可
能
な

土
地
で
、
関
係
手
続
き
が
申
し

込
み
時
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
、

10
㌧
ダ
ン
プ
で
搬
入
で
き
る
場

所
で
あ
る
こ
と
、
工
事
箇
所
か

ら
概
ね
20
㌔
以
内
で
あ
る
こ
と
。

※�

そ
の
ほ
か
疑
義
が
あ
る
場
合
は

協
議
し
ま
す
。

◎�

問
・

＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振

興
局
河
川
港
湾
課
☎（
63
）８
３

６
７

パ
ソ
コ
ン
点
訳
受
講
生

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

た
い
方
、
過
去
に
手
打
ち
点
字
の

体
験
の
あ
る
方
な
ど
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
、
午
前
９

時
～
11
時

⃝
 

場
所
＝
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー（
隼
人
町
内
山
田
一
丁
目
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

※�
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
・

＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
て

ん
）
☎（
43
）４
１
９
１

相
　
談

人
権
相
談

霧
島
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局

職
員
が
家
族
間
の
問
題
、
財
産
・

相
続
の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
〉

⃝
�

相
談
日
・
場
所

◦�

２
月
３
日（
月
）／
溝
辺
総
合
支

所

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

期日 ２月８日（土） ２月25日（火）

時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所
霧島市働く婦人の家

（国分中央三丁目43-10）
隼人庁舎

（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会

・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

◎市税等の納期のお知らせ

◎納付の際は、納付書の期別をご確認ください。
※ 期別を間違えて納付すると、未納となり督促

状が届く場合があります。

科　　目 期別 納　期
市県民税 ８期

１/31（金）
国民健康保険税 ８期
後期高齢者医療保険料 ７期
介護保険料 ７期
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う
ぶ
声

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
出
生
児
）	

（
届
出
者
）	（
自
治
会
）

平
田�

大た
い

志し�

渚�

山
下
２

大
堀�

紗さ

ら空�

勝
彦�

東
馬
場

上
鶴�

晴せ

い

た
一
大�

健
一�

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
６

野
添�

篤あ
つ

樹き�

学�

野
口
南

木
村�

歩あ
る

稀ま�

小
代
子�

福
島
６

吉
川�

陸り
く

翔と�

政
宏�

広
瀬
20

地
頭
方�

友ゆ
う

翔と�

健�

重
久
団
地
２

濱
崎�

駿は
や

仁と�

翔�

野
口
西
第
一

吉
川�

愛あ

ゆ

り
結
里�
角
栄�

野
口
南

川
島�

邑ゆ

う

な
愛
菜�

考
司�
広
瀬
18

上
村�

咲さ
く
ら愛�

将
史�
広
瀬
19

長
野�

妃き

く

り
紅
里�

智
博�
野
口
西
第
二

木
下�

結ゆ

め芽�

忍�

新
泉

吉
元�

月る

あ愛�

誠
也�

川
跡
南
第
２

射
手
園�

拓ひ
ろ
む�

優
太�

検
校
橋
団
地

仲
村
渠�

心こ
こ

海み�

志
穂�

福
島
２

山
下�

航こ
う
へ
い平�

哲
美�

上
車
田

岸
薗�

彩あ
や

葉は�

奈
都
葉�

福
島
２

清
水�

太た
い

智ち�

勇
喜�

野
口
西
第
一

斉
藤�

美み

お桜�

翼�

弟
子
丸

中
川�

裕ゆ
う

翔と�

義
春�

松
木
西

若
松�

ま
し
ろ�

郷
平�

上
車
田

衞
藤�

ゆ
め�

淳
司�

松
木
西

濵
﨑�

美み

月づ
き�

梢�

名
波
２

山
下�

太た
い
せ
い聖�

太
樹�

東
前
田

山
下�

太た
い

雅が�

太
樹�

東
前
田

岡
留�

光こ
う

冴が�

聡�

夕
日
ヶ
丘

池
澤�

心こ
の
か香�

昇
平�

広
瀬
17

岡
留�

大た
い
せ
い晴�

将
太�

奈
良
田
団
地

神
田�

悠ゆ
う

里り�

太
郎�

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
１

田
原�

嘉か

の乃�

圭
志
朗�

清
水
東

平
野�
正ま

さ
む
ね宗�

康
祐�

道
場
口

久
米
村�
蓮れ

ん�

洋
平�

駅
前

田
村�

愛あ
い

梨り�
稔�

西
下
東

森
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泰た
い

志し�
透�

芦
原
西

内
山�

航こ
う�

卓�
松
木
元

辻�

誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎�

栄
幸�

広
瀬
16

嶋
崎�

ら
ら�

和
則�

広
瀬
18

野
田�

悠ゆ
う
ま真�

浩
朗�

西
下
東

土
持�

綾り
ず
む澄�

亮�

広
瀬
13

田
口�

結ゆ
い
こ子�

克
郎�

馴
松

髙
山�

照て
る
あ
き晃�

徹�

福
島
７

鶴
園�

結ゆ

い愛�

美
和�

松
木
中

山
下�

聖せ

な心　

�

誠
也�

東
下

◎
溝
辺
地
区

中
吉�

心こ
こ
ゆ結�

祐
太�

玉
利
団
地
３
号
棟

松
尾�
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か伽�

浩
一
郎�

玉
利
自
治
公

濵
田�
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い
が我�

裕
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宮
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内
１
班

笹
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う
た汰�

慶
介�

木
屋
原

渡
邊�
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ら良�

智
仙�

陵
南
自
治
公
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麓
原
東

佐
々�

み
な
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聖
愛�

原
村
団
地
２
号
棟

田
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ぎ

紗さ�

龍
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論
地
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上

◎
横
川
地
区

早
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え�

功
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尾
田

鈴
木�
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お

な
央
奈�

江
里
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今
村
住
宅

長
坪�

京け
い�

芳
幸�

下
尾
田

◎
霧
島
地
区

有
村�

城じ
ょ
う
た
ろ
う

太
朗�

拓
也�

入
水

◎
隼
人
地
区

須
﨑�

優ゆ
う

愛あ�

誠
大�

山
野
東

八
木
田�
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お

翔と�

健
一�

新
川
１

小
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う
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成
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見
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１

玉
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咲さ
き�

裕
太�

駅
前
３

新
村�

蒼そ
う
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ち
ひ
ろ�

隼
人
塚
団
地

中
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太た
い

志し�

麻
真�

見
次
５

福
山�
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や
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圭
吾�

西
瓜
川
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木
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璃り

こ子�

栄
一�

新
川
７

吉
満�
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勇
也�

東
後

古
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正
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駅
前
２

岩
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竜
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天
降
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道
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優
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駅
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真
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下
牧
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お
く
や
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届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　

�（
年
齢
）����（
自
治
会
）

安
樂　
　

ス
ミ
ヱ　

90　
　

福
島
３

瀬
戸
口　

康
子　
　

88　
　

東
中

瀬
戸
口　

馨　
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島
３
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島
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敏
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63　
　

大
野
原
団
地
２

橋
口　
　

輝
男　
　

71　
　

寺
馬
場

德
永　
　

文
則　
　

85　
　

府
中
東

黒
木　
　

孝
司　
　

79　
　

下
中
之
馬
場

滿
田　
　

稔　
　
　

88　
　

川
跡
南
第
１

濵
田　
　

イ
ツ
子　

81　
　

豊
北

段　
　
　

彦
一　
　

90　
　

高
橋

新
德　
　

善
藏　
　

86　
　

向
川
原

久
木
田　

國
夫　
　

85　
　

下
中
之
馬
場

正
徳　
　

ノ
リ
子　

65　
　

西
前
田

佐
野　
　

昭
三　
　

85　
　

福
島
１

濵
畑　
　

重
義　
　

93　
　

妻
屋

深
迫　
　

フ
ミ
エ　

80　
　

越
倉

坂
口　
　

薫　
　
　

62　
　

旭
通
り

森　
　
　

光
子　
　

78　
　

一
条

久
保　
　

照
夫　
　

79　
　

道
場
口

岩
﨑　
　

幸
夫　
　

83　
　

下
村
東

中
村　
　

キ
ミ　
　

90　
　

平
山

中
馬　
　

彰　
　
　

64　
　

広
瀬
12

永
野　
　

一
夫　
　

79　
　

園
田

肥
後　
　

玉　
　
　

93　
　

駅
前

濵
田　
　

昭　
　
　

59　
　

広
瀬
８

◎
溝
辺
地
区

池
元　
　

浩　
　
　

69　
　

麓
玉
利
北

村
田　
　

哲
二　
　

89　
　

宮
脇

◎
横
川
地
区

玉
住　
　

武
男　
　

97　
　

横
川
緑
風
園

小
原　
　

良
子　
　

84　
　

小
原

木
浦　
　

カ
ズ
子　

78　
　

木
浦

吉
田　
　

正
幸　
　

89　
　

下
本
町

柿
木　
　

フ
サ
子　

90　
　

柿
木

山
口　
　

勝
美　
　

75　
　

下
植
村

満
山　
　

キ
ミ　
　

85　
　

下
尾
田

長
丸　
　

ス
ミ
エ　

94　
　

横
川
緑
風
園

宮
脇　
　

ミ
ヨ　
　

93　
　

山
住

◎
牧
園
地
区

曲
田　
　

都
留
子　

69　
　

高
千
穂
５
区

川
﨑　
　

隆
夫　
　

86　
　

中
津
川
３
区

岩
下　
　

エ
ミ
子　

86　
　

高
千
穂
７
区

新
宅　
　

シ
ヅ　
　

94　
　

三
体
３
区

深
迫　
　

敦
雄　
　

86　
　

持
松
４
区

有
村　
　

利
則　
　

64　
　

牧
園
８
区

佐
藤　
　

力
盛　
　

75　
　

万
膳
３
区

荒
瀬　
　

サ
キ　
　

76　
　

中
津
川
６
区

床
波　
　

傳　
　
　

84　
　

三
体
１
区

　
　
　

壽
子　
　

85　
　

万
膳
３
区

田
方　
　

文
夫　
　

76　
　

持
松
１
区

神
田　
　

盛
隆　
　

72　
　

万
膳
４
区

永
岩　
　

富
久
美　

60　
　

牧
園
10
区

森
脇　
　

勝
美　
　

88　
　

母
ヶ
野

長
谷
部　

礼
子　
　

85　
　

高
千
穂
４
区

通
山　
　

満
美　
　

81　
　

中
津
川
７
区

◎
霧
島
地
区

柚
木　
　

ミ
キ　
　

83　
　

祓
谷

内
村　
　

成
吉　
　

85　
　

大
窪

野
間　
　

朝
子　
　

81　
　

嘉
祥
園

家
村　
　

正
雄　
　

88　
　

狭
名
田

福
丸　
　

カ
ズ
子　

85　
　

堀
之
内

濵
﨑　
　

綾
子　
　

94　
　

霧
島

◎
隼
人
地
区

酒
元　
　

ス
エ　
　

93　
　

浜
之
市
団
地

西
迫　
　

万
知
子　

64　
　

見
次
１

田
中　
　

眞
佐
子　

74　
　

野
久
美
田
２

芝　
　
　

オ
イ
ネ　

87　
　

納
屋
２

平
國　
　

進
郎　
　

73　
　

山
下

木
塲　
　

敏　
　
　

86　
　

新
川
２

竹
ノ
内　

ア
キ　
　

94　
　

松
元

久
保　
　

亀
助　
　

96　
　

住
吉
７

德
𠮷　
　

才
二　
　

101　
　

宇
都

◎
福
山
地
区

橋
口　
　

サ
チ　
　

83　
　

池
田

黒
丸　
　

ク
サ
ヱ　

96　
　

上
大
廻

坂
元　
　

ス
ミ
子　

86　
　

麓

国
際
交
流
員
と
交
流
を
し
ま
せ
ん
か

■
国
際
交
流
お
菓
子
作
り

レ
ッ
ド
ベ
ル
ベ
ッ
ト
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
国

際
交
流
員
と
一
緒
に
作
り
、
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
12
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理
実
習
室
・

講
義
室

⃝
�

定
員
／
参
加
費
＝
先
着
15
人
／
３
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
５
日（
水
）

■
英
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

⃝
�

日
時
＝
２
月
19
日（
水
）、
26
日（
水
）午
後

２
時
～
３
時

※�

参
加
に
関
し
て
は
、
１
人
月
１
回
に
限
り

ま
す
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理
講
義
室

⃝
�

対
象
＝
英
語
初
級
レ
ベ
ル
以
上
の
方
（
こ

の
ク
ラ
ス
で
の
会
話
は
英
語
で
行
い
ま

す
）

⃝
�

定
員
／
参
加
費
＝
各
先
着
15
人
／
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
12
日（
水
）

■
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ

⃝
�

日
時
＝
２
月
17
日（
月
）午
後
６
時
～
７
時

（
初
級
）、午
後
７
時
10
分
～
８
時
10
分（
中

級
）、
２
月
24
日（
月
）午
後
６
時
～
７
時

（
上
級
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
中
会
議
室

⃝
�

定
員
／
参
加
費
＝
各
先
着
15
人
／
無
料

※
参
加
は
１
人
１
つ
の
レ
ベ
ル
に
限
り
ま
す
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
10
日（
月
）

■
中
国
国
際
交
流
サ
ロ
ン

⃝
�

日
時
＝
２
月
13
日（
木
）午
後
２
時
～
３
時

30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理
講
義
室

⃝
�

定
員
／
参
加
費
＝
先
着
15
人
／
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
５
日（
水
）

■
中
国
語
教
室

⃝
�

期
日
＝
２
月
18
日（
火
）、
25
日（
火
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
６
時
～
７
時（
中
級
）、
午
後

７
時
10
分
～
８
時
10
分（
初
級
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
中
会
議
室

⃝
�

定
員
／
参
加
費
＝
各
先
着
15
人
／
無
料

⃝
�

対
象
＝
高
校
生
以
上

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
12
日（
水
）

※�

申
し
込
み
が
少
数
の
場
合
は
、
中
止
ま
た

は
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
を
合
同
で
行
い
ま

す
。

※�

各
教
室
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
め
ま
す
。

◎ 

�問・
�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
１
４

※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された方のみ掲載しています。

募
　
　
集

23  Kirishima City Public Relations, 2014.1, Japan 広報きりしま  22



Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

日
豊
本
線
で
一
番
高
い
駅
の

近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。

半
年
ほ
ど
や
め
て
い
た
散
歩
を

始
め
ま
し
た
。
車
道
を
横
断
す
る

時
、
体
の
衰
え
を
感
じ
ま
す
。
年

寄
り
が
事
故
に
遭
う
は
ず
で
す
。

自
分
も
そ
の
仲
間
入
り
を
し
て
い

ま
す
。
で
も
、
右
を
見
て
左
を
見

て
声
に
出
し
て
車
の
ス
ピ
ー
ド
を

考
え
て
友
人
の
背
を
押
し
て
渡
り

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
、
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま

す
。
少
々
、
残
念
に
思
い
な
が
ら

拾
っ
て
い
ま
す
。
少
し
き
れ
い
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。（
田
舎
の

バ
ー
バ
70
歳
女
性
）

●

自
分
の
体
力
に
応
じ
た
行
動
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
始
め
る
こ

と
で
ま
ち
は
変
わ
り
ま
す
。

私
は
２
０
１
３
年
の
目
標
を

や
り
と
げ
ま
し
た
。
目
標

と
い
う
の
は
昨
年
末
、
医
者
か
ら

「
禁
酒
」
を
宣
告
さ
れ
、「
カ
ラ
ス

が
鳴
か
ん
日
は
あ
っ
て
も
焼
酎
を

飲
ま
ん
日
は
な
か
」
と
豪
語
し
て

い
た
私
が
一
年
間
の
禁
酒
を
や
り

遂
げ
た
の
で
す
。
途
中
、
挫
折
し

そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、「
長
生

き
」
と
い
う
三
文
字
を
目
指
し
て

頑
張
っ
た
の
と
、
ま
た
再
び
飲
め

る
日
が
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
も
禁
酒
は
続
く
と

思
い
ま
す
が
、
新
た
な
目
標
も
思

案
中
で
す
。（
霧
島
人
61
歳
男
性
）

●

病
気
を
機
に
新
た
な
挑
戦
。
前

向
き
な
気
持
ち
が
人
を
元
気
に
し

て
く
れ
ま
す
。

年
末
に
１
年
を
振
り
返
り
、

日
記
に
年
頭
所
感
を
書
い

て
20
年
。
10
年
日
記
も
３
冊
目
に

入
り
ま
す
。
10
年
目
に
な
る
と
１

ペ
ー
ジ
で
10
年
間
を
一
度
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
々
変
化
し

て
い
る
中
に
も
毎
年
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
も
平
和
な
日
々
が
続
い

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

来
年
も
健
康
維
持
に
努
め
、
自

分
の
趣
味
を
高
め
な
が
ら
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｍ
・

け
い
こ
67
歳
女
性
）

●

日
記
を
読
み
返
す
こ
と
で
考
え

方
や
行
動
な
ど
新
た
な
自
分
を
発

見
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
周
辺
で
ふ
る
さ
と
霧
島

に
関
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
８
月
に
葛か
つ
し
か飾

柴し
ば

又ま
た

に
近
い

中
央
図
書
館
の
月
例
ナ
イ
ト
シ
ア

タ
ー
で
「
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
」

が
上
映
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
県
側
か
ら
の

撮
影
で
し
た
が
霧
島
山
の
美
し
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
末
に
は
首
都
圏
霧

島
市
ふ
る
さ
と
会
の
下
部
組
織
で

あ
る
関
東
国
分
会
の
10
周
年
祝
賀

会
が
あ
り
ま
し
た
。
知
り
合
い
も

多
く
、
楽
し
い
会
合
で
し
た
。
ふ

る
さ
と
と
い
う
所
は
遠
く
離
れ
る

ほ
ど
、
ま
た
長
期
間
離
れ
る
ほ
ど

懐
か
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
生
き

る
力
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

私
は
重
久
止と

上が
み

の
出
身
で
す
が

郡こ
お
り

田だ

、
清
水
、
岩
戸
、
道
場
口
、

弟
子
丸
な
ど
久
し
ぶ
り
に
聞
く
地

名
に
若
い
日
の
思
い
出
が
重
な
り

ま
し
た
。（
渕
脇
英
男
83
歳
男
性
・

千
葉
県
）

●

県
外
で
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん

か
ら
の
温
か
い
声
を
聞
く
と
地
元

の
私
た
ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

妻
が
入
院
し
て
10
日
。
健
康

の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る

と
同
時
に
一
人
暮
ら
し
の
寂
し
さ

を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
腰
の
手
術

を
受
け
て
１
年
半
。
激
し
い
運
動

や
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
の
ん

び
り
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
妻
が
入
院
し
て
か
ら
は
一
人

で
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
買

い
物
を
し
、
畑
の
野
菜
を
採
り
、

自
分
で
料
理
を
し
ま
す
。
で
す
が
、

食
べ
る
量
は
少
し
…
。
し
ゃ
べ
る

こ
と
も
な
く
、
う
ま
い
の
か
？
ま

ず
い
の
か
？
自
分
で
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
黙
々
食
べ
て
、
焼
酎
を
飲

ん
で
寝
る
だ
け
…
。
ど
ん
な
時
で

も
夫
婦
二
人
、
元
気
で
あ
っ
て
こ

そ
一
日
一
日
の
生
活
が
あ
る
の
だ

と
始
め
て
知
り
ま
し
た
。
早
く

帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
。

入
院
中
の
体
調
不
良
の
方
々
、

早
く
元
気
に
な
っ
て
、
家
族
全
員

元
気
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
元
気
な
人
も
市
の
健

康
講
座
や
介
護
予
防
講
座
な
ど
を

利
用
し
て
健
康
を
維
持
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
溝
辺
の

ゾ
ン
ビ
・
ゾ
ン
ビ
67
歳
男
性
）

●

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
健
康
講
座
を

広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
病

気
予
防
に
ぜ
ひ
受
講
を
。

先
日
、
妻
と
一
緒
に
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
、
改
め

て
健
康
は
大
事
だ
な
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
項
目

の
検
査
を
し
、
看
護
師
の
方
が
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
お
酒

は
人
並
み
以
上
に
付
き
合
っ
て
い

る
私
で
す
。
検
査
結
果
を
聞
く
と

き
は
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、

異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
続

け
、
走
っ
た
後
は
自
分
に
ご
褒
美

を
あ
げ
、
上
手
に
お
酒
と
付
き
合

お
う
と
思
い
ま
す
。（
来
年
本
厄

40
歳
男
性
）

●

頑
張
っ
た
自
分
に
ご
褒
美
。
で

も
必
要
以
上
の
ご
褒
美
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ほ
ど
ほ
ど
が
大
事
。

数
年
前
、
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
時

の
こ
と
。
普
段
は
運
動
を
し
な
い

私
が
無
謀
に
も
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
途
中
で
ば
て
気

味
に
。
そ
ん
な
時
、
コ
ー
ス
途
中

に
あ
っ
た
地
元
の
方
た
ち
の「
お
・

も
・
て
・
な
・
し
」。
振
る
舞
わ

れ
て
い
た
「
そ
ば
」
の
お
い
し
い

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
今
日
も
頑
張
ろ
う
。
フ
ァ
イ

ト
」
と
手
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
、

「
よ
し
、
今
朝
も
し
っ
か
り
歩
こ

う
」
と
元
気
が
出
ま
す
。
プ
リ
ン

と
い
う
ヤ
ギ
を
連
れ
て
歩
か
れ
る

Ｃ
さ
ん
夫
婦
。
ヤ
ギ
は
と
て
も
お

利
口
さ
ん
で
１
周
し
て
お
や
つ
を

も
ら
う
そ
の
し
ぐ
さ
が
と
て
も
か

わ
い
い
で
す
。
犬
を
連
れ
た
方
な

ど
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

あ
い
さ
つ
で
よ
り
一
層
元
気
を
も

ら
い
ま
す
。

体
重
計
の
針
は
な
か
な
か
い
う

こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、

血
圧
が
正
常
値
に
戻
り
ま
し
た
。

励
ま
し
て
く
れ
た
方
々
の
た
め

に
も
で
き
る
限
り
朝
の
運
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
七

こ
と
。
あ
の
「
そ
ば
」
が
あ
っ
た

か
ら
な
ん
と
か
完
歩
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

12
月
の
田
舎
そ
ば
の
記
事
を
読

ん
で
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
あ
っ
、
ヨ
ダ
レ
が
…
（
笑
）

（
あ
た
ち
も
も
ち
ゃ
ん
36
歳
女
性
）

●

疲
れ
た
体
に
温
か
い
そ
ば
と
地

域
の
方
々
の
温
か
い
心
。
そ
れ
が

ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
の
魅
力
。

朝
の
５
時
過
ぎ
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
場

所
は
昔
と
て
も
栄
え
た
牧
園
町
の

草
競
馬
の
あ
っ
た
牧ま
き

場ば

の
跡
地
で

す
。
一
周
８
０
０
㍍
の
楕だ

円え
ん

形
の

運
動
場
を
私
と
は
逆
回
り
さ
れ
る

Ｋ
さ
ん
、
い
つ
も
励
ま
し
て
く
だ

人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
女
性
）

●

早
起
き
し
て
交
わ
し
合
う
気
持

ち
の
い
い
言
葉
は
、
何
よ
り
の
ビ

タ
ミ
ン
剤
で
す
。

こ
の
他
に
６
通
の
は
が
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
章
は
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

12
月
号
の
読
者
の
声
の
名
前
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】
田
村
ヒ
ロ
子
さ
ん

【
正
】
野
村
ヒ
ロ
子
さ
ん

【
誤
】
二
見
朱
美
さ
ん

【
正
】
二
見
朱
実
さ
ん

森園美保子さん（国分）

若者掲示板
サークル

や地域お
こしグ

ループなど
活動紹介や

会員

募集を掲載
しています

。

恋するフォーチュンクッキーのダンス指導
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街コンで街とみんなを
元気にしたい

�問＝霧コン実行委員会実行委員長
西村志保

（Mail：kiricon2012@yahoo.co.jp）

「街が寂しい」「街を盛り上げたい」
と思ったのが活動のきっかけです。
「街コン」を中心に活動をはじめて

２年。「街コン」とは街を盛り上げる
大きな合コンという意味。協力いた
だいた飲食店を食べ歩き、出会いの
場の提供、地域の活性化を目的とし
ています。これまで約２か月おきに
14回実施。多いときには男女合わせ
て260人、飲食店13店舗が参加。こ
の街コンで知り合ったカップル数組
が結婚しました。次回開催は２月の
予定です。

ほ か に も Ｐ Ｒ ビ デ オ「恋 す る
フォーチュンクッキー霧コンバー
ジョン」を企画。アイドルグループ
AKB48の曲に乗せて霧島市の皆さ
んにダンスを踊っていただき、PR
ビデオを作ろうと頑張っています。
皆さんもぜひ、ご参加ください。

問い合わせはメールでお願いしま
す。



〈随ずいそう想〉

1PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

鹿児島県理容組合霧島支部では、お客さまに安心・安全で確かな技術を提供するため、講習会や勉強
会を積極的に開催しています。組合加盟店では、親切、丁寧、高い技術とサービスをこれからも提供し
ていきますので、お客さまの身近なヘアアドバイザーとして組合加盟店をどうぞご利用ください。加盟店
も併せて募集しています。

＝鹿児島県理容組合霧島支部  ☎（43）2375

駿し
ゅ
ん

馬め

の
ご
と
く
駆
け
る
年

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

今
年
は
午う
ま

年
。
霧
島
市
は
馬

と
の
縁
が
深
い
ま
ち
で
す
。

２
月
23
日
は
、
室
町
時
代
か

ら
続
く
初は

つ

午う
ま

祭さ
い

。
歴
史
を
受
け

継
が
れ
る
馬
主
の
皆
さ
ま
の
苦

労
が
報
わ
れ
る
日
で
す
。

１
５
８
０
年
に
は
島
津
義
久

が
「
福
山
藩
営
馬ば

牧ぼ
く

」
を
設
置

し
、「
牧
之
原
」
の
地
名
は
こ

れ
に
由
来
し
ま
す
。
１
８
９
６

年
に
は
明
治
政
府
が
国
内
２
か

所
の
国
立
種
馬
牧
場
の
一
つ
を

牧
園
町
に
設
置
し
ま
す
。
私
の

祖
父
は
、
日
本
初
の
国
有
洋
種

馬
イ
ス
レ
ー
ル
号
を
最
後
ま
で

世
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
地
で
は
、
か
つ
て
草
競
馬

も
行
わ
れ
、
現
在
で
も
霧
島
高

原
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
そ
の
伝
統
は

引
き
継
が
れ
、
同
ク
ラ
ブ
会
員

や
霧
島
高
校
馬
術
部
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
や
国
体
で
の

活
躍
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

馬
場
は
、
２
０
２
０
年
に
開
催

さ
れ
る
鹿
児
島
国
体
の
馬
術
競

技
会
場
に
も
内
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
熊
本
名
物
「
馬
刺
」

を
支
え
る
の
は
鹿
児
島
空
港
。

生
き
た
馬
の
輸
入
取
扱
量
は
日

本
一
を
誇
り
ま
す
。

「
天て

ん

馬ば

空く
う

を
行
く
が
ご
と

し
」「
馬
は
土
か
ら
」
の
ご
と
く
、

鳥
の
目
線
と
虫
の
目
線
で
、
馬

力
を
増
し
て
、
何
事
も
ウ
マ
く

い
く
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／128,097人（－33）
男性／ 61,622人（－12）
女性／ 66,475人（－21）
出生 97人／死亡114人
転入290人／転出298人
◎世帯数／59,188世帯（－46）

（平成25年12月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

あこがれの飛行機の操縦席。パイロットの濱田さんの撮影で初め
て座らせてもらいました。思った以上に狭かったのとスイッチがた

くさんあるのにビックリ。夢に向かって頑張っている人と話すだけでこっ
ちまでパワーが出てきます。長年の夢、私もそろそろかなえたいな（み）

けんこうについて考えた。ひなた君の心臓はいつも危険と隣り合わ
せ。涙をこらえて話してくれた二三代さん。救う会の方。家族の絆

があって、取り囲む救う会や友人。動きだした人々。まち全体に広がっ
てほしい。ひなた君にも皆さんにも愛のある一年になりますように（う）

おもてなし」や「今でしょ」が流行語になった昨年。今年は何事に
も「おかげさま」という感謝の気持ちを持つことを自分の目標に

します。今月号のお便りのように１年、10年と続けられるよう、やるな
ら今だけでなく「明日もでしょ」と誓う、毎年3か月坊主の私です（か）

めげずに頑張る。この間、枕を買おうとお試し期間のある店に行っ
た。申込書を見て店の人が言った。「若いですね。25年生まれで

すかあ」、私「えっ」、店の人「若い」、私「それ、今日の日付、平成25年
ですけど」、店長「いやあ、汗がでてきました。すみません」。私「…」（た）

霧島市ホームページ

祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
何
と
言
っ

て
も
、
三
味
線
や
太
鼓
が
奏
で
る

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
馬
が
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
、
首
に
付
け
ら
れ
た
鈴
の

「
シ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
」
と
い
う
音

を
鳴
り
響
か
せ
て
踊
る
珍
し
い

「
鈴
か
け
馬
踊
り
」。

私
の
祖
母
は
、
隼
人
で
40
年
に

わ
た
り
三
味
線
と
太
鼓
の
指
導
に

励
ん
で
い
ま
す
。
祭
り
の
当
日
に

は
藤
本
流
三
味
線
、
藤
本
秀ひ

で

旗き

会
、

日
本
太
鼓
ひ
び
き
の
会
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
そ
ろ
い
の
衣
装
で

毎
年
祭
り
を
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
物
心
つ
く
こ
ろ
か
ら

毎
年
の
初
午
祭
を
楽
し
み
に
し
て

き
ま
し
た
。
出
店
に
早
く
行
き
た

い
と
母
を
困
ら
せ
た
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
…
。
移
り
ゆ
く
時

代
の
中
で
今
も
伝
統
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
は
、
多
く
の
方
々
の

た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
守
ら
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

昨
年
、
大

お
お
す
み
の隅

国く
に

建
国
１
３
０
０

年
を
迎
え
た
霧
島
も
観
光
地
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
例
え
ば
昨
年
10
月
か
ら

始
ま
っ
た
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
」。
隼
人
駅
に
到
着
し

た
お
客
さ
ま
を
鹿
児
島
神
宮
に
お

招
き
し
て
、
鈴
か
け
馬
踊
り
で

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」。
今
後

も
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
地
元
の

皆
さ
ん
と
共
に
盛
り
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

春
が
終
わ
れ
ば
夏
、
お
祭
り

シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
で
す
。
霧
島
国

分
夏
ま
つ
り
は
約
６
０
０
０
人
の

踊
り
連
の
皆
さ
ん
が
生
演
奏
に
合

わ
せ
、
に
ぎ
や
か
に
元
気
に
踊
り

ま
す
。
２
時
間
演
奏
す
る
私
た
ち

も
そ
の
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

祭
り
は
国
分
地
区
に
あ
る
八
坂
神

社
の
「
お
ぎ
お
ん
さ
あ
」
が
発
祥

と
聞
い
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に

京
都
で
始
ま
っ
た
祇
園
祭
が
、
鹿

児
島
弁
で
お
ぎ
お
ん
さ
あ
と
呼
ば

れ
、
現
在
の
祭
り
に
至
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

乙
女
山
と
呼
ば
れ
る
出だ

車し

に
は

国
分
地
区
の
３
校
の
女
子
中
学
生

が
１
週
間
の
特
訓
を
受
け
、
山
車

に
乗
り
、
三
味
線
の
音
に
合
わ
せ

て
太
鼓
や
カ
ネ
で
祭
り
ば
や
し
を

演
奏
し
て
く
れ
ま
す
。
６
台
の
山

車
に
乗
り
込
み
い
ざ
出
陣
で
す
。

２
日
間
で
隼
人
・
国
分
の
施
設
を

７
か
所
慰
問
し
、
祭
り
を
届
け
て

い
ま
す
。
照
り
つ
け
る
暑
い
日
差

し
の
中
、
山
車
の
到
着
を
た
く
さ

ん
の
お
年
寄
り
の
方
々
が
早
く
か

ら
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

手
拍
子
の
中
、
昔
を
懐
か
し
み
な

が
ら
う
れ
し
そ
う
に
踊
る
姿
を
見

Profile
きくたに  ともひろ（20）

生まれも育ちも隼人町。現在、鹿児島
工業高等専門学校電気電子工学科５
年生。今春成人を迎える。２歳ごろ
から太鼓のバチを握って、６歳で三
味線の稽古に取り組み、日々メンバー
と楽しんでイベントなどで活動中。平
成16年全九州ジュニア和太鼓競技会
小学生の部最優秀賞、平成17年全九
州和太鼓競技会中学生の部最優秀賞。

私と元気なふるさと霧島
◎菊谷  友宏

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
音
が
、
今

年
も
ま
た
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
大

隅
正し

ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

と
い
わ
れ
た
鹿
児
島

神
宮
の
初は

つ

午う
ま

祭さ
い

。
病
気
や
災
い
を

は
ら
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
４
６

０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
祭
り
で

す
。

る
と
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
す
。「
祭

り
」
は
私
の
元
気
の
源
。
こ
こ
霧

島
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
勢
の
方
々

に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
で

の
充
実
し
た
学
生
生
活
を
終
え
、

４
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
霧
島
を

離
れ
ま
す
が
、
祭
り
の
こ
ろ
に
は

皆
さ
ん
に
元
気
を
届
け
に
帰
っ
て

き
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
霧
島
」
は

元
気
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
慰
問
先
に
て
、

活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
の
菊
谷

さ
ん（
前
列
左
）

◎ お便りをくださった方の中からカット割引券とスキンクリームを５人の方にプレゼント。 応募締め切りは１月23日（木）当日消
印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

今
回
は
子
ど
も
の
風
邪
対
策
に
つ

い
て
、
霧
島
市
の
子
育
て
サ
ロ
ン

の
講
師
な
ど
も
務
め
て
い
る
岩
下

夕
紀
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

足マッサージで風邪退治。風邪をひいたり、体が冷え
ていると思った時は、足の甲の指と指の間を開くよ

うな感じでマッサージ。
すると、血行が良くなり体が温かくなって代謝が上りば

い菌を撃退。これを湯船に浸かり体を温めながらするとさ
らに効果的です。風邪症状の軽減になります。
高熱、嘔

おう

吐
と

、下
げ

痢
り

の時になりやすい脱水症状。その時、
簡単に脱水症状を見分けるためのチェック方法があります。
子どもの手の親指の爪を押します。すると爪が白くなり、

指を離すとすぐに赤く戻ります。それが指を離して２秒以
上白いままだと脱水症状の可能性があります。早めの受診
をお勧めします。

12月の早朝、手袋をしていても指先がか
じかむほどの寒さ。天降川河口付近には
引潮の時に広い干潟が出現します。その
干潟の一番端から福山方面を望む錦江
湾を撮影。朝日で明るくなり始めた穏やか
な錦江湾の海面には湯気がかすかに立
ち登っていました。錦江湾は２年前に霧
島錦江湾国立公園に再編されました。そ
して、日本最初の国立公園「霧島」は今
年、国立公園指定80周年を迎えます。（た）

朝日で白む錦江湾
（天降川河口から撮影）
12月25日　午前７時17分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～ 55㎜
F3.5－5.6　1/500　 F7.1　 ISO500

今月の表紙

岩下夕紀
子さん・

綾
あや花

か ちゃん（
２）

見本カット割引券と
スキンクリームをプレゼントします

足
の
甲
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

爪
で
脱
水
症
状
確
認

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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